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おいしい給食と私たちの感謝の
気持ちを乗せた給食配送車
児童たちが描いた絵が給食配送車にデザインされ、
お披露目と出発式が行われました



南部町の自慢である、緑あふれる名久井岳と馬淵川の
清らかな流れをモチーフとしたデザインです。ふたつの
円は、豊かな農産物の実りを表すとともに、人と自然
の調和により発展する町の将来像を象徴しています。

【町の花・ぼたん】 【町の木・赤松】 【町の鳥・うぐいす】

南部町町民憲章

　南部町は、名久井岳と馬淵川の豊かな自然に育まれ、
発展しつづける希望のまちです。私たちは、町民である
ことに誇りをもち、おたがいの幸せを願い、ここに町民
憲章を定めます。

1. 人と自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

1. 歴史と文化を大切にし、うるおいのあるまちをつくり
ましょう。

1.こころとからだをきたえ、元気なまちをつくりましょう。

1.学びや仕事にはげみ、活力のあるまちをつくりましょう。

1.思いやりの輪をひろげ、あたたかいまちをつくりましょう。

情
報
の
伝
達
を
正
確
な
も
の
に

　
　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　

町
で
は
、
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
防
災
行
政

無
線
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
防
災
無
線
は
、
町
民
に
対
す

る
災
害
情
報
や
行
政
連
絡
の
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

は
1
月
中
に
、
無
線
方
式
を
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
更

新
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
に
？

　

町
の
防
災
行
政
無
線
は
、
旧
３

町
村
と
も
ア
ナ
ロ
グ
シ
ス
テ
ム
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
合
併
し
た
際
、
周
波

は
原
則
と
し
て
「
１
町
村
１
波
の

原
則
（
総
務
省
）」
が
あ
る
た
め
、

１
波
に
統
合
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
総
務
省
東
北
総
合
通
信

局
に
１
波
に
す
る
実
施
計
画
書
を

提
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
併

の
特
例
と
し
て
、
旧
町
村
の
機
器

で
３
波
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
か
ら

は
、「
早
期
の
周
波
統
合
」
を
指
導

さ
れ
て
お
り
、
防
災
行
政
無
線
シ
ス

テ
ム
の
統
合
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
ア
ナ
ロ
グ
式
の
機
器
は
老

朽
化
が
進
み
、
ま
た
旧
３
町
村
の
納

入
メ
ー
カ
ー
が
異
な
る
な
ど
の
理

由
か
ら
、
保
守
用
の
部
品
を
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

一
方
、
国(

総
務
省)

で
は
、

近
年
の
大
規
模
な
災
害
の
発
生
を

教
訓
と
し
て
「
防
災
行
政
無
線
の

高
度
化
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
電
波
の
有
効
利
用
を
図
る

た
め
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
携

帯
電
話
な
ど
の
電
気
通
信
事
業
用

の
無
線
シ
ス
テ
ム
や
、
防
災
行
政

無
線
を
は
じ
め
、
警
察
や
消
防
な

ど
で
活
用
す
る
自
営
通
信
シ
ス
テ

ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
防
災
行
政
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
周
波
数
の

使
用
期
限
を
定
め
、
地
域
防
災
行

政
無
線
は
、
今
年
の
5
月
末
ま
で

の
使
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
の
ア
ナ
ロ
グ

シ
ス
テ
ム
機
器
の
確
保
が
困
難
な

こ
と
、
国
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル

シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
、
昨
年
度
に
実
施
計
画

を
策
定
し
、
今
年
度
に
整
備
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
方
式
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
雑
音
に
強
い
高
品
質
な
音
声

で
放
送
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
メ

リ
ッ
ト
を
い
か
し
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
情
報
を
正
確
に
聴
い
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
主
に
２
点
整
備

し
ま
し
た
。

　

子
局
数
は
整
備
前
で
78
本
（
福

地
地
区
21
本
、
名
川
地
区
36
本
、

南
部
地
区
21
本
）
あ
り
ま
し
た
。

 

支
柱
の
位
置
や
ス
ピ
ー
カ
ー
の

向
き
を
周
囲
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
確
認
し
、
支
柱
の

移
動
や
、
聴
こ
え
に
く
い
範
囲
に

は
新
設
を
し
ま
し
た
。
現
在
の
子

局
数
は
、
30
本
増
え
て
１
０
８
本

で
す
。

　

放
送
の
内
容
が
、
地
理
的
条
件

や
気
象
状
況
な
ど
で
聴
き
取
り
に

く
い
地
域
が
存
在
し
た
り
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
情
報
伝
達
が

遅
れ
る
こ
と
で
、
二
次
災
害
な
ど

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

防
ぐ
た
め
、
家
の
中
で
防
災
行
政

無
線
放
送
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る

戸
別
受
信
機
の
設
置
を
約
１
２
０

世
帯
に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
小
・

中
学
校
や
公
民
館
な
ど
25
の
公
共

施
設
に
も
設
置
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
整
備
し
た
か
？

子
局
数
（
無
線
放
送
を
流
す

支
柱
）
の
移
動
お
よ
び
新
設

戸
別
受
信
機
の
設
置

戸別受信機 (音量を操作することが可能 )

電
話
自
動
応
答
装
置

　

無
線
放
送
を
聴
き
逃
し
た
と

き
は
、
左
記
の
電
話
番
号
に
か

け
る
と
、
放
送
内
容
が
確
認
で

き
ま
す
。

☎
０
１
７
８
・
60
・
１
０
９
０

　

無
線
の
音
声
が
地
形
上
こ

だ
ま
し
、
聴
き
づ
ら
い
の
で

設
置
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

放
送
の
聴
き
逃
し
が
少
な
く

な
り
ま
す
し
、
火
事
の
時
は
、

場
所
が
す
ぐ
に
特
定
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
録
音
機

能
が
つ
い
て
い
る
の
で
放
送

の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。 高橋 明夫 さん (鳥舌内)

戸
別
受
信
機
を
利
用
し
て
い

る
方
に
聞
き
ま
し
た

　現在の支柱は、町民のみなさんも放送ができる
ための機器を設置しています。柱に備えつけてあ
るボックスを開けると、マイクが入っています。
お住まいの町内会に連絡したいときや、災害で電
話がつながらない場合などに利用できます。また、
支柱が集会所と隣接している 35 カ所の集会所の
中にも、同じボックスを設置しました。

みなさんも放送できます

↑開閉するための鍵は町
内会で保管しています

支柱の場所から放送がで
きます→
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泉
山 

茂 

さ
ん
（
二
又
）

農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
公
共
の
福

祉
の
向
上
に
寄
与

し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献

川
村 

綾あ
や
子こ 

さ
ん
（
上
斗
賀
）

連
合
婦
人
会
役
員

と
し
て
公
共
の
福

祉
の
向
上
に
寄
与

し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献

吉
野 

幸
雄 

さ
ん
（
八
戸
市
）

学
校
医
と
し
て
児

童
生
徒
の
健
康
管

理
に
尽
力
し
、
学

校
保
健
衛
生
の
向

上
に
貢
献

久
保
田 

泰た
い

三ぞ
う 

さ
ん
（
森
越
）

納
税
貯
蓄
組
合
長

と
し
て
公
共
の
福

祉
の
向
上
に
寄
与

し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献

佐
々
木 

幹み
き
夫お 

さ
ん
（
玉
掛
）

町
議
会
議
員
並
び

に
農
業
委
員
会
委

員
と
し
て
公
共
の

福
祉
の
向
上
に
寄

与
し
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
貢

献

川
守
田 

祐ゆ
う
治じ 

さ
ん
（
東
あ
か
ね
）

幼
稚
園
経
営
者
と

し
て
幼
児
教
育
に

尽
力
し
、
地
域
教

育
の
振
興
発
展
に

貢
献

工
藤 

義よ
し
人と 

さ
ん
（
五
日
市
）

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
公
共

の
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
、
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に

貢
献

掛
端 

麻
美
子 

さ
ん
（
上
名
久
井
）

食
生
活
改
善
推
進

員
会
役
員
と
し
て

地
域
住
民
の
健
康

増
進
に
寄
与
し
、

地
域
福
祉
の
振
興

発
展
に
貢
献

前
田 

稔 

さ
ん
（
福
田
）

農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
公
共
の
福

祉
の
向
上
に
寄
与

し
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献

掛
端 

愛
子 

さ
ん
（
上
名
久
井
）

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
公
共

の
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
、
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に

貢
献

中
村 

て
い 

さ
ん
（
門
前
）

食
生
活
改
善
推
進

員
会
役
員
と
し
て

地
域
住
民
の
健
康

増
進
に
寄
与
し
、

地
域
福
祉
の
振
興

発
展
に
貢
献

川
守
田 

究き
わ
む 

さ
ん
（
桜
本
町
）

医
師
と
し
て
地
域

住
民
の
健
康
管
理

に
尽
力
し
、
保
健

衛
生
の
向
上
に
貢

献

栗
山 

和
枝 

さ
ん
（
上
中
町
）

交
通
指
導
隊
員
と

し
て
交
通
安
全
と

交
通
秩
序
の
確
立

に
努
め
、
地
域
の

交
通
事
故
の
抑
止

に
貢
献

相あ
い

内な
い 

美み

空く 

さ
ん
（
相
内
）

文
部
科
学
大
臣
杯

第
53
回
小
学
生
・

中
学
生
全
国
空
手

道
選
手
権
大
会
個

人
戦
小
学
6
年
生

女
子
組
手
の
部
で

5
位
に
入
賞
し
、

町
の
名
誉
を
高
揚

日
沢 

亜
美 

さ
ん
（
五
日
市
）

第
7
回
中
高
生
南

極
北
極
科
学
コ
ン

テ
ス
ト
で
北
極
科

学
賞
を
受
賞
し
、

町
の
名
誉
を
高
揚

佐
々
木 

理
紗 

さ
ん
（
相
内
）

２
０
１
０
年
度

ジ
ュ
ニ
ア
農
芸
化

学
会
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
町
の

名
誉
を
高
揚

瀧
田 

玄げ
ん

州し
ゅ
う 

さ
ん
（
片
岸
）

日
本
畜
産
学
会
第

１
１
２
回
大
会
高

校
生
研
究
コ
ン

ク
ー
ル
で
大
会
長

賞
を
受
賞
し
、
町

の
名
誉
に
貢
献

安あ
ん
保ぽ 

葉は

月づ
き 

さ
ん
（
あ
か
ね
）

文
部
科
学
大
臣
杯

第
53
回
小
学
生
・

中
学
生
全
国
空
手

道
選
手
権
大
会
個

人
戦
小
学
3
年
生

女
子
組
手
の
部
で

優
勝
し
、
町
の
名

誉
を
高
揚

小
野 

莉り

沙さ 

さ
ん
（
広
場
）

平
成
22
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技

女
子
三
千
メ
ー
ト

ル
競
歩
で
第
8
位

に
入
賞
し
、
町
の

名
誉
を
高
揚

川
井 

絵
美 

さ
ん
（
福
田
）

２
０
１
０
年
度

ジ
ュ
ニ
ア
農
芸
化

学
会
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
町
の

名
誉
を
高
揚

工
藤 

修
治 

さ
ん
（
五
日
市
）

日
本
畜
産
学
会
第

１
１
２
回
大
会
高

校
生
研
究
コ
ン

ク
ー
ル
で
大
会
長

賞
を
受
賞
し
、
町

の
名
誉
に
貢
献

ボ
ー
ト
ピ
ア
な
ん
ぶ 

株
式
会
社

グ
ッ
ド
ワ
ン（
写
真
は
佐
藤
彰
場
長
）

平
成
22
年
度
に
お

い
て
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
を
寄
贈

し
、
防
犯
活
動
の

推
進
並
び
に
地
域

住
民
の
安
全
確
保

に
貢
献

坂
本 

周
作 

さ
ん
（
あ
け
ぼ
の
）

平
成
22
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
自
転
車
競

技
チ
ー
ム
ス
プ
リ

ン
ト
で
第
2
位
に

入
賞
し
、
町
の
名

誉
を
高
揚

上
田 

若
奈 

さ
ん
（
五
日
市
）

２
０
１
０
年
度

ジ
ュ
ニ
ア
農
芸
化

学
会
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
町
の

名
誉
を
高
揚

梅
内 

勇
也 

さ
ん
（
五
日
市
）

日
本
畜
産
学
会
第

１
１
２
回
大
会
高

校
生
研
究
コ
ン

ク
ー
ル
で
大
会
長

賞
を
受
賞
し
、
町

の
名
誉
に
貢
献

川
守
田 

三
次
郎 

さ
ん 

（
静
岡
県
浜
松
市
）

平
成
22
年
度
に
お

い
て
、
テ
ィ
ン
パ

ニ
ー
等
を
寄
贈

し
、
地
域
の
音
楽

振
興
に
貢
献

石
橋 

学 

さ
ん
（
上
名
久
井
）

平
成
22
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
自
転
車
競

技
個
人
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
で
第
2
位
に

入
賞
し
、
町
の
名

誉
を
高
揚

阿
部 

加
奈
江 

さ
ん
（
上
中
町
）

第
7
回
中
高
生
南

極
北
極
科
学
コ
ン

テ
ス
ト
で
北
極
科

学
賞
を
受
賞
し
、

町
の
名
誉
を
高
揚

東 
の
ど
か 

さ
ん
（
高
瀬
）

２
０
１
０
年
度

ジ
ュ
ニ
ア
農
芸
化

学
会
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
町
の

名
誉
を
高
揚

　

1
月
5
日
、
南
部
町
新
年
互
礼

会
が
町
民
ホ
ー
ル「
楽
楽
ホ
ー
ル
」

お
よ
び
名
川
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
、
約
２
５
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
先

人
の
汗
に
報
い
、
次
の
世
代
に

堂
々
と
誇
れ
る
町
を
つ
く
る
た
め

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
南
部
町
表
彰
条
例
に
基
づ

く
功
労
褒
賞
お
よ
び
善
行
表
彰
の

授
与
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
一
人
一

人
に
工
藤
町
長
か
ら
賞
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
々
木
幹み
き

夫お

さ
ん
が
「
今
回
の
受
賞
に
お
ご

る
こ
と
な
く
一
層
精
進
し
、
町
発

展
の
た
め
に
努
め
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
方
々
で
す
。

町
の
飛
躍
を
願
い
決
意
を
新
た
に

平
成
23
年
南
部
町
新
年
互
礼
会

功
労
褒
賞

【
12
名
】

善
行
表
彰

【
17
名
】

謝辞を述べる佐々木幹夫さん
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南
部
町
消
防
団
出
初
式
が
、
1

月
10
日
町
営
地
方
卸
売
市
場
で
行

わ
れ
、
４
８
８
人
の
消
防
団
員
が

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　

消
防
団
員
は
、
観
閲
者
で
あ
る

工
藤
町
長
の
観
閲
を
受
け
た
後
、

ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
に
あ
わ
せ
力
強

い
分
列
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ま
と
い
振
り
を
披

露
し
た
後
、
工
藤
町
長
が
「
団
員

一
人
一
人
の
技
能
、
精
神
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
今
後
も
訓
練
に
励

む
よ
う
に
期
待
し
ま
す
」、
山
田

団
長
が
「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
使
命

感
を
持
ち
、
住
民
の
安
全
、
安
心

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
訓
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
期
消
火
活
動
に
尽
く

さ
れ
た
方
や
優
良
消
防
団
員
な
ど

を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
省
略
）

火
消
し
の
使
命
感
を
胸
に

平
成
23
年
南
部
町
消
防
団
出
初
式

車両機械器具点検を実施する消防団員

【
町
長
表
彰
】

消
防
協
力
者
表
彰

　

四
戸
義
継
／
馬
場
敬
／
㈱
夏
堀

組
家
族
表
彰
（
30
年
以
上
勤
続
団
員
）

　

坂
上
み
き
子
（
名
川
本
部
付
分

団
長　

坂
上
二
三
男
）
／
和
田

厚
子
（
南
部
第
7
分
団
分
団
長

和
田
淳
）
／
竹
林
良
子
（
南
部

第
11
分
団
副
分
団
長　

竹
林
幹

彦
）
／
坂
本
カ
オ
ル
（
福
地
第

6
分
団
分
団
長
坂
本
久
紀
）

【
団
長
表
彰
】

優
良
分
団
表
彰

　

南
部
消
防
団
第
1
分
団
／
福
地

消
防
団
第
7
分
団
／
名
川
消
防

団
第
8
分
団

優
良
団
員
表
彰
（
カ
ッ
コ
内
は
所
属

分
団
）

　

留
目
成
人
（
南
部
1
）
／
工
藤

武
男
（
南
部
2
）
／
畑
中
正
（
南

部
3
）
／
佐
々
木
淳
（
南
部

4
）
／
月
舘
英
知
（
南
部
5
）

／
赤
石
孝
太
（
南
部
6
）
／
坂

本
竜
一
（
南
部
10
）
／
川
井
龍

（
福
地
2
）
／
中
村
満
（
福
地

5
）
／
坂
本
佳
紀
（
福
地
6
）

／
田
中
久
人（
福
地
7
）／
佐
々

木
哲
（
福
地
8
）
／
松
村
拓
允

（
福
地
9
）
／
中
村
和
徳
（
名

川
1
）
／
久
保
利
光
（
名
川

2
）
／
高
森
亮
（
名
川
3
）
／

工
藤
樹
知
（
名
川
4
）
／
川
守

田
洸
太
（
名
川
8
）
／
樋
口
正

和
（
名
川
11
）

　町内 8小学校の児童による給
食の風景画が、給食配送車にデ
ザインされ、そのお披露目と出
発式が 1 月 14 日、学校給食セ
ンターで行われました。食への

安全、安心、そして楽しい給食
でありますようにと願いを込め
て、児童の絵を採用した試みは
県内初。
　絵を作成した夏坂康平君は、

「給食を作ってくれている人に
感謝の気持ちを込めて描きまし
た。車が走っているところを早
く見たいです」と笑顔で話して
いました。

楽しい給食でありますように 給食配送車出発式

絵の作成者
名久井小 掛端 彩月（さつき） さん (5年 )
剣吉小 岩間 三佳 さん (3年 )

中村 朝陽（あさはる） 君 (3年 )
名川南小 全児童
南部小 2年生が原案を作り 3年生全員で作

成
向小 6年生のグループ
福田小 夏坂 康平 君 (4年 )
福地小 中川原 聖海（きよみ） 君 (4年 )
杉沢小 小橋 さくら さん (1年 )

外山 大地 君 (3年 )テープカットをして給食配送車を見送りました

夏
坂　

朋と
も
恵え

さ
ん 

（
片
岸
）

「
管
理
栄
養
士
」

佐
々
木　

啓け
い
太た

さ
ん 

（
苫
米
地
）

「
花
屋
さ
ん
」

佐
々
木　

彩あ
や

花か

さ
ん 

（
玉
掛
）

「
現
在
の
仕
事
を
頑
張
る
」

大
久
保　

愛あ
い 

さ
ん 

（
桜
本
町
）

「
パ
ン
屋
さ
ん
」

髙
橋　

利と
し

充み
つ 

さ
ん 

（
高
橋
）

「
充
実
し
た
生
活
」

長
野　

雄ゆ
う

介す
け 

さ
ん 

（
上
名
久
井
）

「
南
部
町
に
恩
返
し
」

藤
村　

麻ま

衣い 

さ
ん 

（
沖
田
面
）

「
絵
本
作
家
」

晴
れ
の
門
出
を
祝
福

平
成
23
年
南
部
町
成
人
式

　

１
月
９
日
、
南
部
町
成
人
式
が

町
民
ホ
ー
ル
「
楽
楽
ホ
ー
ル
」
で

行
わ
れ
、
新
成
人
２
４
７
人
の
う

ち
１
８
８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
夢

や
希
望
に
向
か
っ
て
ま
い
進
し
、

挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、

新
成
人
を
代
表
し
て
、
亀
田
晃あ

き

央お

さ
ん
と
藤
田
恵
美
さ
ん
が
「
こ

れ
ま
で
私
達
を
支
え
、
ご
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
家
族
や
先
生
方
、

地
域
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
し
ま

す
」
と
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う

友
人
た
ち
と
の
話
に
花
を
咲
か
せ

た
り
、
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
し

て
い
ま
し
た
。

大人の一歩を踏み出し、希望に向かって進む新成人に、将来の夢を聞きました。

中
村　

晋し
ん

児じ

さ
ん 

（
赤
石
）

「
板　

前
」
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　昨年 12 月 19 日、第 18 回全国中学校駅伝大会が
山口県で行われ、青森県代表として名川中学校陸上
部がアベックで初出場しました。
　男子（6 区間 18 キロ）は県勢歴代最高の 14 位。
優勝したチームとは 59 秒差と堂々の成績。

　女子（5区間 12 キロ）も第 7回以降 40 位台が続
いていた県勢の成績を上回る 37 位と躍進しました。
選手、サポーター、スタッフとも好成績に充実した
表情を浮かべていました。

初出場で堂々の成績 名川中学校陸上部が全国中学校
駅伝大会に出場

1
区 

柿本 昇
しょう

忠
あ つ

 君
（3年）
すごく緊張したけ
ど、最後までベス
トを尽くして走り
きれてよかった

4
区 

（3年）
全国の舞台で自分
の走りができるよ
うに頑張って練習
し、その成果が出
せた

2
区 

（3年）
8位の好成績でタ
スキをわたされ、
楽しく、リラック
スして走ることが
できた

5
区 

（3年）
5区をまかされ不
安でしたが、順位
をあまり落とさず
走ることができた

3
区 

堀合 大
だ い

輔
す け

 君
（2年）
来年の課題が分
かったし、全国レ
ベルを肌で感じる
ことができた大会
だった

6
区 

久住 空
た か

広
ひ ろ

 君
（3年）
とても緊張した。
上りがきつかった
が、最後まで走り
きれたのでよかっ
た

1
区 

（1年）
プレッシャーがか
かる区間でした
が、目標の 40位
以内でタスキをつ
なぐことができた

4
区 

（3年）
みんなでつないだ
タスキを、アンカー
に少しでも速く
渡せるようにがん
ばった

2
区 

（3年）
けがで充分な練習
ができず大会に
挑むことになった
が、力を全て出し
きった

5
区 

田中 聡
さ

珠
と み

 さん
（2年）
4人が必死になっ
てタスキをつない
できてくれて、楽
しく走ることがで
きた

3
区 

市澤 奈
な

々
な

子
こ

 さん
（2年）
ラストでペースダ
ウンになったが、
みんなの気持ちを
思い出して走り
きった

男　子 女　子

有谷 昭
あ き

宏
ひ ろ

 君

玉川　 淳
じゅん

 君 黒沢 竜
た つ

也
や

 君

嶋守監督の
コメント

厳しい練習に耐
え、念願の全国
大会に出場する
ことができ感動
している。生徒
た ち の 活 躍 は
南部町や県民に
とって大きな起
爆剤になったと
思う。

澁屋 智
と も

美
み

 さん 川村 美
み

学
さ と

 さん

磯川 瑞
み ず

季
き

 さん

新
し
い
試
み
に
挑
戦

　

私
の
家
で
は
、
正
月
・
お

盆
・
彼
岸
用
の
菊
や
、
母
の
日

に
贈
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

約
4
万
5
千
本
を
生
産
し
て
い
ま

す
。
自
分
で
作
っ
た
花
が
全
国
に

発
送
さ
れ
、
全
国
の
方
に
買
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
「
も
っ
と

き
れ
い
な
花
を
」
と
意
欲
が
湧
き

ま
す
。

　

2
年
前
実
家
に
戻
り
、
人
手
不

足
か
ら
農
業
に
取
り
組
も
う
と
考

え
て
い
た
時
、
知
り
合
い
か
ら
新

規
就
農
者
支
援
事
業
を
聞
き
ま
し

た
。
農
業
に
関
す
る
考
え
が
消
極

的
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
事

業
は
、
農
業
と
向
き
合
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　

花
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で

育
て
て
い
ま
す
が
、
一
日
中
ハ
ウ

ス
で
の
仕
事
は
大
変
で
す
。
昨
年

の
夏
は
思
い
通
り
に
で
き
な
く
、

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
の
作
業
が

続
き
ま
し
た
。

　

農
業
は
時
間
に
不
定
期
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
こ
と
も
難
し

い
で
す
が
、
頑
張
れ
ば
成
果
が
表

れ
る
仕
事
で
す
の
で
、
家
族
と
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
の
農
業
に
対
す
る
意

見
や
、
今
後
の
農
業
に
関
す
る
考

え
を
、
同
世
代
の
方
か
ら
聞
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
周
り
に
は
い

な
い
の
で
、
少
し
残
念
な
気
持
ち

で
す
。

　

昨
年
は
、
今
ま
で
生
産
し
て
こ

な
か
っ
た
新
し
い
花
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
新
し
い

試
み
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
は
見
習
い
程
度
の
知
識
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
花
き
生
産

部
に
加
入
し
て
、
技
術
の
習
得
を

め
ざ
し
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
、

き
れ
い
な
花
を
出
荷
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
数
を
増
や
し
、
6
万
本
の

花
き
生
産
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

農
業
に
吹
く
新
し
い
風

No 2

〜
新
規
就
農
者
に
聞
く
〜

今
回
の
新
規
就
農
者
は
、
主
に
花
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
田
中
博
道
さ

ん
（
森
越
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　認定農業者制度は、自分が営
む（営なもうとする）農業をみつ
め直し農業所得の更なる向上を目
指すため、経営規模の拡大や農地
の集約、労働環境の改善などを図
る 5年後の計画を策定し、その実
現に向けて地域農業の担い手とし
て、がんばっていく意欲のある農
業経営者を町や関係機関が手厚く
支援する制度です。
【対象者】農業のスペシャリスト
を目指す方で、農業に対する意
欲のある方。現在、就農されて
いない方、経営規模の大小、専

業兼業、性別、営農類型を問わ
ず認定農業者を申請することが
できます。
【認定条件】自ら作成した農業経
営改善計画書を提出して「南部
町担い手育成総合支援協議会」
の審査を受けなければなりませ
ん。
　「南部町農業経営基盤の強化の
促進に関する基本的な構造」に
農業経営改善計画が合致してい
るかを審査します。また、実施
可能な計画であるかについて慎
重に審議されます。

審議基準のおおまかなもの
・農業所得　550万円程度
・労働時間　年間 2,000時間（1
日 8時間× 250日）
【申請、申込み】5 年後の農業経
営改善計画認定申請書を作成し、
農林課に提出してください。
【問合せ】農林課（名川分庁舎）
☎ 0178-76-2308

認定農業者の申請を受け付けています

田中 博道 さん (森越 )

輪
菊
の
収
穫
を
す
る
田
中
さ
ん

広報なんぶちょう　2月号 8広報なんぶちょう　2月号9



今から収穫の秋に向けて
新春りんご剪定大会

　財団法人青森県りんご協会が主催する「平成
23 年新春りんご剪定大会」が 1 月 8 日、上名久
井地区の園地で行われ、県南地方から約 150 人が
参加しました。
　開会式で、工藤町長が「秋にはおいしいりんご
ができますように心から祈願します」と述べ、そ
の後 4人の講師が、丸葉台樹とわい化樹の模範剪
定を行いました。参加者は、高品質なりんごを生
産するため質問をするなどして、講師からアドバ
イスを受けていました。

わい化樹の講師を務めた川守田義雄さん (五日市 )

手づくりのおもちはおいしかった
斗賀児童館でほのぼの交流会

　1月 8 日、斗賀児童館の園児とその家族らが集
まり、もちつき会が行われました。
　家族で一緒にきねを持ち、みんなで声を掛けな
がら、もちつき。その後園児たちが、一口サイズ
にもちをちぎり、ごまなどにからめた 3種類の味
つきもちが完成しました。他にも雑煮が振舞わ
れ、おいしくいただきました。最後には、園児た
ちがお遊戯を見せてくれて楽しい一時を過ごしま
した。石塚寛

ひろ

人
と

くんは、「みんなでもちつきがで
きて楽しかった」と笑顔を見せていました。

みんなで楽しく手伝いました

まちの話題

あたたかい善意に感謝します 寄付してくださいました方の町に対する思いを、
しっかりと受け止めます。ありがとうございました。

　長年、教育振興の発展に寄与した西舘隆
たかし
さん（諏訪ノ平）

が、2010年秋の叙勲で旭日双光章を受章し、受章を祝う
会が1月15日、ふれあい交流プラザで行われました。
　その際、西舘さんが「この受賞は、教育行政に関わった
もので、今後さらなる教育発展を願い、南部町奨学資金の
一助に寄付したい」と、町に30万円の寄付金を贈呈しま
した。工藤町長は「子どもたちが住みたいと願うまちづく
りにしたい。ありがとうございます」と感謝しました。

　1月 16日に町民ホール「楽楽ホール」
で、さくら新舞会（大向雪藏会長）主
催の「第11回新春チャリティーショー」
が行われ、同会から 3万円の寄付金を
贈呈していただきました。工藤町長は
「貴重な財源として有効に使わさせて
いただきます」とお礼を述べました。

西
舘
さ
ん

か
ら
工
藤
町
長
へ
目
録
が
渡
さ
れ
ま
し
た 工藤町長へ目録を渡す大向会長

TOWN　TOPICS

全国大会で走った貴重な経験
名川中学校出身選手が全国高校駅伝に出場

　昨年 12 月 26 日に京都市で行われた全国高校駅
伝に出場し、男子 6位、女子 15 位の成績を残し
た青森山田高校の、名川中学校出身選手が 12 月
28 日に本庁舎に訪れ、実績を報告しました。
　走った選手は、（写真左から）男子主将で 5区
の工藤超

たける

君（3 年）、6 区の堀合修平君（2 年）、
女子 4区の佐藤詩織さん（3年）。
　「沿道の声が力になった。納得のいく走りがで
きず悔しい。支えてくれた方に恩返しができる
レースだった」など振り返っていました。

さらなるレベルアップを誓う選手

全国の選手に見てもらいたい
冬季国体に使用するシクラメンの花を準備

　1 月 14 日、名久井農業高校園芸科学科 2 年生
の生徒 6 人が、1 月 26 日に開幕するはちのへ国
体の開始式・表彰式に飾るシクラメン 150 鉢の手
入れ作業を行いました。
　昨年の 6 月から冬季国体用として栽培した花
は、色鮮やかに成長。枯れた葉の摘み取りをした
り花の形を整えたほか、鉢を入れるプランター
50 個にステッカーを貼りつけました。
　藤井詩

し

穂
お

利
り

さんは「大切に育てたので、みなさ
んに見てもらいたいです」と話していました。

一つ一つ丁寧に作業をしていました

1年間丹精込めて育てた証
青森県りんご品評会、りんご立木品評会褒賞伝達式

　りんごの生産技術水準の向上とりんご生産者の
士気高揚を図ることを目的としたりんご品評会
で、入賞された方の褒賞伝達式が昨年 12 月 17 日、
ジョイワーク三戸で行われました。
　りんご生産者が丹精込めて育てた逸品を競う品

評会に、県南地区から個人の部 83 点、団体の部
15 点、またりんごの園地充実度や栽培管理などを
審査する立木品評会に、個人の部 75 点、集団の部
15 点がそれぞれ出点されました。主な入賞者は以
下の方々です。

【りんご団体の部】

金賞 正寿寺支会（写真は坂本
昌人 さんと坂本重

じゅう
悦
えつ
支会長）

気候に左右された 1年でした
が、みんなで頑張った結果が賞
に結びついてうれしい。

【りんご個人の部】

金賞 小
お
國
ぐに
 久
ひさ
人
と
さん

　　　（古町）

地域のけん引役として精
進していき、品評会でも
上位を狙いたいです。

【りんご個人の部】

金賞 坂本 重
じゅう
悦
えつ
さん

　　 （正寿寺）
個人よりも団体と考え
ていましたが、評価し
ていただき光栄です。

【立木集団の部】

金賞 門前支会（写真
は佐々木豊彦支会長）

支部みなさんの努力の
おかげです。感謝して
います。
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厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより　☎ 0178－84－2850

月 火 水 木 金 土 日
7
小学生水泳教室
水中運動教室
いきいきウォー
キング教室

8
女性水泳教室
らくらく水中
ウォーキング
体験

9
流水健康教室/エアロビクス
教室/初心者水泳教室/やさ
しいウォーキング教室/らく
らく水中ウォーキング体験
/バーデハウス健康教室

10
健康相談

11
巡回バス(C・Dコース)

12
エアロビクス
教室
湯あがりライ
ブ

13

14
小学生水泳教室
水中運動教室
いきいきウォー
キング教室
ヨガ教室

15
女性水泳教室
らくらく水中
ウォーキング
体験

16
流水健康教室/エアロビ
クス教室 /初心者水泳
教室/やさしいウォーキ
ング教室/らくらく水中
ウォーキング体験

17
休館日

18
巡回バス(A・Bコース)/水
中運動体験教室/ヘル
シー塾健康教室2/フラ
ダンス教室/太極拳教室

19
エアロビクス
教室

20
アクアビクス体
験教室

21
小学生水泳教室
水中運動教室
いきいきウォー
キング教室

22
らくらく水中
ウォーキング
体験

23
流水健康教室/エアロビクス
教室/初心者水泳教室/やさ
しいウォーキング教室/らく
らく水中ウォーキング体験
/バーデハウス健康教室

24
健康相談

25
巡回バス(C・Dコース)/水中運
動体験教室/水中あしの運動体
験/町民温泉健康法教室/水中
ウォーキング教室/太極拳教室
/民謡ショー

26 27
長ぐつアイス
ホッケー大会

28
小学生水泳教室

3月1日
女性水泳教室
らくらく水中
ウォーキング
体験

2
流水健康教室/エアロビク
ス教室/初心者水泳教室
/やさしいウォーキング教
室/らくらく水中ウォーキ
ング体験

3
健康相談

4
巡回バス(A・Bコース)/水中
運動体験教室/ヘルシー塾
健康教室/フラダンス教室
/水中あしの運体験/太極拳
教室

5
エアロビクス
教室

6

7
小学生水泳教室
水中運動教室
いきいきウォー
キング教室
ヨガ教室

8
女性水泳教室
らくらく水中
ウォーキング
体験

9
流水健康教室/エアロビクス
教室/初心者水泳教室/やさ
しいウォーキング教室/らく
らく水中ウォーキング体験
/バーデハウス健康教室

10
健康相談

11
巡回バス(C・Dコース)/水中運
動体験教室/水中あしの運動体
験/町民温泉健康法教室/水中
ウォーキング教室/太極拳教室

12
エアロビクス
教室

13

赤坂イネ子ショー

赤坂イネ子さんの華麗な踊り
が、再びご覧いただけます。
▶期日　2月 13 日
▶時間　13 時開演
▶場所　バーデハウス 2階
　大広間
▶料金　1,000 円（入浴券付）

長ぐつアイスホッケー大会
参加チーム募集

▶期日　2月 27 日
▶時間　8時 45 分試合開始
▶場所　ふくちアイスアリーナ
▶募集チーム数　32 チーム（先
着順・1チーム 10 名）
▶資格　高校生以上
▶参加料　5,000 円
▶申込期限　2月 14 日

アクアビクス体験教室

水の中でリズムに合わせ、全身を動
かすプログラムです。
▶期日　2月 20 日 、3月 20 日
　（全 2回）
▶時間　11 時～ 11 時 45 分
▶場所　25mプール
▶対象　町内外の成人男女
▶定員　25 名（先着順）
▶料金　全館入館料のみ
▶申込　教室開催当日までにプール
内でお申し込みください。

※都合により日程を変更する場合もあります

※各教室等は都合により日程を変更する場合もあります。

さまざまな出来事をお伝えします

　今回は、八助梅がテレビ番組に取り上げられ、全国か
ら問い合わせが続く名川チェリーセンターの掛端愛子さ
ん (上名久井 )に放映されてからの反響などについて報告
していただきます。

描の22

メ
デ
ィ
ア
の
凄
さ

　

南
部
町
で
生
産
し
て
い
る
八
助

と
い
う
杏
の
漬
物
が
、
地
方
の
不

思
議
な
食
べ
物
や
風
習
を
紹
介
す

る
テ
レ
ビ
番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
か
ら
、
私
た
ち
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
の
会
員
は
全
国
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
へ
の
対
応
に
て
ん
て
こ
舞

い
に
な
る
ほ
ど
大
き
な
反
響
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

放
映
さ
れ
た
翌
日
に
は
、
引
っ

切
り
無
し
に
問
い
合
わ
せ
の
電
話

が
鳴
り
、
付
き
っ
き
り
で
対
応
す

る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
大
変
で

し
た
。
あ
ま
り
の
反
響
に
商
品
の

発
送
な
ど
に
対
応
し
き
れ
ず
、
年

を
越
し
て
か
ら
と
お
客
様
に
お
願

い
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

遠
く
は
九
州
の
方
か
ら
も
お
買

い
上
げ
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
地

元
の
方
や
近
く
か
ら
来
る
お
客
様

も
買
い
物
か
ご
に
は
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
八
助
が
入
っ
て
い
る

ほ
ど
で
、
会
員
の
中
に
は
、
番
組

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
途
端
に
漬
け

た
八
助
の
樽
が
す
ぐ
空
に
な
っ
て

し
ま
う
方
も
い
ま
し
た
。

　

八
助
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ん

て
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
の
よ
う
に
今
ま
で
認

知
度
が
低
か
っ
た
も
の
で
も
、
一

度
番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
だ
け

で
こ
ん
な
に
も
反
響
が
あ
る
の
か

と
驚
い
て
お
り
、
改
め
て
メ
デ
ィ

ア
の
情
報
発
信
の
力
は
凄
い
な
と

再
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
こ
れ
ほ
ど
忙
し
い

こ
と
は
今
ま
で
に
な
く
、
年
を
越

し
て
か
ら
も
多
く
の
お
電
話
を
い

た
だ
き
、
忙
し
い
な
が
ら
も
良
い

年
を
迎
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
八
助

　

八
助
は
、
私
た
ち
地
元
の
人
間

に
は
杏
と
し
て
で
は
な
く
「
梅
」

と
し
て
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　

い
つ
も
身
近
に
あ
る
八
助
で
し

た
が
、
番
組
を
通
し
て
、「
杏
だ
っ

た
っ
け
」
と
改
め
て
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
し
、
杏
な
の
に
梅
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
由
来
や
歴
史
な
ど
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
知

る
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
で
は
、
南
部
町
が
誇
る
八
助

梅
と
し
て
自
信
を
持
っ
て
お
客
様

に
対
応
し
て
お
り
、
今
回
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
こ

れ
か
ら
南
部
町
に
と
っ
て
も
チ
ェ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
も
、
良

い
方
向
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
と
思

い
ま
す
。

文
・
掛
端
愛
子

大きな粒の八助の梅漬け

　昨年の 12 月 15、16 日に達者

村農業観光振興会（会長小澤田

晃氏）が、首都圏の大手旅行会

社へのPR活動を実施しました。

　この活動は、毎年、旅行会社

が新年度の旅行商品を造成する

時期に合わせ、達者村を含むこ

れまでの取り組みにより親交の

深い大和リゾート株式会社東日

本営業部担当課長（八幡平ロイ

ヤルホテル）の木村隆夫氏の協

力を得て、共同実施しているも

のです。

　会を代表して副会長の山本又

一さんが、東京都、神奈川県横

浜市などの旅行会社 11 社を廻

りながら、熱のこもった PRを

しました。

　活動を終えた山本さんは、「東

北新幹線が全線開業され青森が

注目される今、北海道へ延長さ

れるまでに、旅行客を地域に定

着させるような PRが必要であ

ることや、広域的な連携により、

魅力ある旅行企画が必要である

ことなど、さまざまな助言や指

摘を受け、今後の参考となった。

更に積極的に活動したい」と感

想を話していました。

更なるアイディアで達者村を全国的に
達者村農業観光振興会が、首都圏旅行エージェントへの PR活動

左から木村さん、山本さん、旅行
会社のスタッフ
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Books Selection 名川中学校図書室1階　☎0178－76－3121

休室日 毎週月曜日・国民の祝日・毎月第 4金曜日

木暮荘物語
三浦　しをん　著

マボロシの鳥
太田　光　著

風のなかの櫻
さくらこ

香
内田　康夫　著

冬の童話
白川　道　著

若　

草　

会

な
ん
ぶ
短
歌
会

福
地
短
歌
会

玉
砂
利
の
湿
り
踏
む
音
さ
く
さ
く
と
耳
に
あ
た
ら
し
今
朝
の
境
内 

川
守
田
慶
三

白
鳥
の
声
聞
き
て
よ
り
「
暑
」
の
字
消
え
卯
の
年
頭
に
寒
波
襲
来 

大
久
保
雪
夫

背
中
か
ら
ぬ
く
め
ら
れ
ゐ
て
安
堵
す
る
ホ
ッ
カ
イ
ロ
ひ
と
つ
背
負
ひ
て
過
ご
す 

奥
寺　

睦
子

お
み
く
じ
の
大
吉
引
き
て
添
へ
ら
れ
し
金
粉
の
茶
は
一
入
の
味 

佐
々
木
教
子

新
年
の
あ
い
さ
つ
交
す
も
孫
た
ち
の
念
頭
に
あ
り
し
は
お
年
玉
の
み 

庭
田　

久
子

孫
ゆ
き
し
修
学
旅
行
の
お
土
産
は
せ
ん
と
く
ー
ん
の
安
ら
ぎ
の
笑
み 

根
市　

政
志

寒
き
夜
は
湯
タ
ン
ポ
抱
き
て
早
よ
寝
よ
と
言
ひ
た
る
母
の
口
ぐ
せ
想
ふ 

西
舘　

ヒ
デ

南
国
に
育
ち
し
花
か
雪
降
り
の
晦
日
の
夜
に
そ
の
香
が
や
さ
し 

坂
本　

綾
子

て
い
ね
い
に
生
き
て
ゆ
き
た
し
祖
母
の
齢
越
え
て
母
に
も
近
づ
き
た
れ
ば 

佐
々
木
冴
美

餌
や
り
が
禁
止
に
な
れ
ど
白
鳥
が
や
は
り
来
た
り
て
川
面
に
集
ふ 

内
村　

貞
子

八
十
五
の
歳
を
迎
ふ
る
姉
編
み
し
カ
ー
デ
ガ
ン
は
身
の
芯
ま
で
温
む 

荒
木　

弘
子

中
庭
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
灯
り
た
り
ま
た
た
き
止
ま
ぬ
て
つ
ぺ
ん
の
星 

岩
舘　

す
み

新
春
の
名
久
井
嶺
気
髙
く
そ
ば
立
ち
て
さ
な
が
ら
里
を
見
守
る
ご
と
し 

馬
場　

敬
子

雪
雲
の
裂
け
て
瑠
璃
透
く
み
づ
う
み
の
広
が
る
ご
と
し
新
春
の
朝 

八
木
田
順
峰

高
原
の
香
り
豊
け
き
そ
ば
の
実
の
孫
よ
り
届
く
戸
隠
の
蕎
麦
に 

立
花　

京
子

身
を
の
ば
し
蕎
麦
打
ち
道
具
取
り
出
し
て
背
せ
な
ま
る
め
打
つ
師
走
と
な
り
ぬ 

山
下　

幸
枝

天
台
寺
風
花
の
舞
う
音
霊
の
五
穀
豊
穣
に
感
謝
し
祈
り 

板
垣　

信
子

巣
立
ち
た
る
山
鳩
の
子
ら
今
日
も
ま
た
巣
の
そ
ば
に
寄
り
じ
ゃ
れ
て
飛
び
交
う 

向
山　

敦
子

鶏
肉(

か
し
わ)

蕎
麦
亡
母
好
み
作
り
吾
も
好
み
て
家
族
に
馳
走
す 

中
野　

靜
子

柳
葉
汁
そ
ば
粉
と
水
で
等
分
に
ま
ぜ
て
ち
ぎ
っ
て
し
る
に
浮
か
せ
る 

川
村　

綾
子

ラ
ン
プ
下
の
手
打
ち
そ
ば
に
は
雉
子
の
出
汁(

だ
し)

昔
を
偲
ぶ
年
越
の
卓 

奥　

あ
さ
子

猛
暑
こ
え
色
鮮
や
か
な
も
み
じ
見
て
今
す
こ
や
か
に
蕎
麦
を
い
た
だ
く 

一
ノ
渡　

綮

2 February

デーレース ナイターレース 

ＧⅠ住之江開設54周年 ＧⅠ芦屋開設58周年 ＧⅠ琵琶湖開設58周年
木村一般戦

3 March

蒲郡ナイター一般戦
若松ナイター一般戦 蒲郡ナイター一般戦 丸亀ナイター

一般戦
ＧⅢ若松ナイター新鋭
リーグ

丸亀ナイター
一般戦

若松ナイター
一般戦 丸亀ナイター

一般戦

 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
 MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU

7

ＧⅠ三国女子王座決定戦 ＧⅡ常滑ＭＢ大賞
平和島一般戦 ＧⅢ児島シモデンカップ

国民健康保険　名川病院
☎ 0178－ 76－ 2001

診療科 :外科、内科、循環器科、皮膚科、
      肛門科、アレルギー科、歯科

整形外科　受付：11時 30分まで

▲

2月 19日  9時～ 工藤先生

眼科

▲

2月 9日  14時～15時 木村先生▲

 23日  14時～15時 木村先生

先天性股関節脱臼　

▲

2月 19日   工藤先生

泌尿器科　予約制

▲

2月 8日  13時～ 柳沢先生▲

 14日  13時～ 伊藤先生▲

 22日  13時～ 柳沢先生▲

 28日  13時～ 伊藤先生

受付：14時 30分まで
初診の人は 13時 30分まで

予約制 /受付 10時
30分～ 10時 50分

都合により変更になる場合があります
のでご来院の際は、お問い合せください。

おいでよ!子育て支援センター
　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていないお子さん
なら、どなたでも参加できます。子育て相談や園庭の開放、絵本や
ビデオの貸し出しも行っていますので、お気軽にご利用ください。

専門外来診察日

福地保育園　　☎ 0178-84-4118

わくわくひろば（体験活動）
木曜日 /9時 30分～ 11時

2月  3日 豆まき会

　　10日 思い出帳 &バック作り

　　17日 冬の運動会

　　24日 お誕生会

つどいのひろば（自由活動）
水曜日 /9時 30分～ 11時

2月9・16・23日（23日はひなまつり製作です）

3月  2日（ひなまつり・お誕生会）

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日 /10時～ 12時 2月7・14・28日 (7日はお誕生会です )

なんぶ保育園　　☎ 0179-34-3034

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日 /9時 30分～ 11時

2月 10日 雪あそび

　　17日 お誕生会

　　24日 製作「おひなさま」

3月  3日 おひな祭り会

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日 /9時 30分～ 12時

2月 7・9・14・16・21・23・28日

3月  2日

チェリー保育園　　☎ 0178-76-1115

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日 /9時 30分～ 11時

2月 10日 ダンボールで遊ぼう

　　17日 まゆ玉作り（餅つき）

　　24日 製作「おひなさま」

3月  3日 おひな祭り会

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日 /9時 30分～ 11時

2月 7・9・14・16・21・23・28日

3月  2日

　去年の 10月から利用しています。子どもは最初の頃、チェ
リー保育園に行くことをためらっていましたが、今では乗り
物で遊ぶことが楽しみで、生き生きとした表情を浮かべてい
ます。普段の生活から少し変わった時間を過ごすことは、貴
重な経験だと思いま
した。
　私も子育ての仕方
を教わったり、他の
お母さんとコミュニ
ケーションをとりな
がら、週 1回の支援
センターを楽しみに
しています。

貴重な経験をこれからも続けたい

子育て支援センターを利用している方に聞きました

クレヨン遊びをする耀
よう

大
た

くん

松
村　

優
子 

さ
ん
（
下
名
久
井
）
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12南部地方えんぶり

19

26

5

12

6

13南部地方えんぶり

20

27

6

13

 可燃　名川A・南部 A・福地

個・名病  三種混合・MR混合

 可燃　福地

段ボール  名川 A・南部 A

新・雑・チラシ  名川 B・南部 B

 １･６　ぼたんの里

 可燃　名川B・南部B

缶・ビン・ペット  福地

個・川外  三種混合・MR混合

個・はらだ  三種混合・MR混合

新・雑・チラシ  名川 A・南部 A

ペットボトル  名川 B・南部 B

 乳健　ゆとりあ

ペットボトル　名川A・南部 A

段ボール  名川 B・南部 B

段ボール  名川 A・南部 A

新・雑・チラシ  名川 B・南部 B

 ２歯　中央公民館

可燃　名川B・南部B

可燃　名川A・名川B・南部A・南部B

可燃　名川B・南部B

可燃　名川B・南部B

可燃　名川B・南部B

可燃　名川B・南部B

名川 A …名川 A地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川B …名川 B地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部A …南部 A地区（５区、６区、７区、８区、９区、10区、11区、小波田第１、小波田第2）
南部B …南部 B地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地A …福地 A地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地B …福地 B地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地……福地全地区

可燃  …可燃物　不燃  …不燃物　粗大  …粗大ごみ　ペット …ペットボトル　新  …新聞紙　雑  …雑誌　段  …段ボール
日土金

木水火月

Saturday Sunday
【病院健診】
名川病院で平日に受診できます。

【集団検診】
受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課
（☎ 0178－76－2111）へお問い合わ
せください。

 可燃　名川A・南部 A・福地

個・名病  三種混合・MR混合

 可燃　名川A・南部 A・福地

個・名病  三種混合・MR混合

 可燃　名川A・南部 A・福地

個・名病  三種混合・MR混合

 可燃　名川A・南部 A・福地

個・名病  三種混合・MR混合

 可燃　名川A・南部 A  

個・かわむら  三種混合・MR混合

 可燃　福地

 不燃　名川A・南部 A

 ビン　名川B・南部B

個・名病  BGM・三種混合・MR混合

個・南病  三種混合

 可燃　名川B・南部B

新聞・段ボール  福地

個・川外  三種混合・MR混合

個・はらだ  三種混合・MR混合

 可燃　名川A・南部 A

個・かわむら  三種混合・MR混合・BCG

 可燃　福地

 不燃　名川B・南部B

 ビン　名川A・南部 A

個・名病  三種混合・MR混合

個・南病  MR混合

 可燃　名川B・南部B

 雑・チラシ・古布・その他の紙・缶・

ビン・ペット  福地

個・川外  三種混合・MR混合

個・はらだ  三種混合・MR混合

 可燃　名川A・南部 A

個・かわむら  三種混合・MR混合

 乳相　南部公民館 (南部地区対象 )

 ４相　南部公民館

 可燃　名川B・南部B

 不燃　福地

個・川外  三種混合・MR混合

個・はらだ  三種混合・MR混合

 可燃　名川A・南部 A

個・かわむら  三種混合・MR混合

 可燃　福地

 不燃　名川B・南部B

 ビン　名川A・南部 A

個・名病  三種混合・MR混合

 可燃　名川B・南部B

缶・ビン・ペット  福地

個・川外  三種混合・MR混合

個・はらだ  三種混合・MR混合

 可燃　名川A・南部 A

個・かわむら  三種混合・MR混合

 可燃　福地

 不燃　名川A・南部 A

 ビン　名川B・南部B

個・名病  三種混合・MR混合

個・南病  三種混合

１･６  …1歳6か月児健康診査(H21.6～H21.7生)受付12時～12時15分　４相  …4歳児健康相談(H18.7～H18.8生)受付13時～13時30分

２歯  …2歳児歯科健康診査(H20.7～H20.8生)受付12時50分～13時10分

乳相  …乳児健康相談(H22.9～H22.11生)受付9時30分～10時、(H22.2～H22.4生)受付10時～10時30分

乳健  …乳児健康診査(H22.6～H22.7生)受付12時30分～12時50分

個・かわむら …個別接種（かわむら内科クリニック）受付9時～12時、14時～17時30分

個・川外 …個別接種（川守田外科胃腸科）受付14時30分～15時　個・はらだ …個人接種(はらだクリニック)受付15時～18時

個・名病 …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分　個・南病 …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分

 可燃　福地

 不燃　名川A・南部 A

 ビン　名川B・南部B

個・名病  三種混合・MR混合

（時間:8時30分／場所:剣吉諏訪神社）

（時間:9時／場所:町内）



お知らせ
information

今月の納期

国民健康保険税（8期）
介護保険料（8期）
後期高齢者医療保険料（8期）

納期限　2月28日
口座振替日　2月25日
問合せ　税務課(南部分庁舎)
☎0179-34-2586

2・3月の休日窓口開設日
平日は、予約制で18時まで窓口
を開設しています。

期日 2月  5日 、19日
  3月  5日 、19日
時間 8時15分～正午
場所 住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書
の交付、印鑑登録
その他　死亡届けの受理は、ど
この庁舎でも受付けます。
問合せ　住民生活課（南部分庁
舎）
☎0179－34－2509

南部町の人口と世帯数
（平成 23年 1月 20日現在）

 人　口 20,899人 （－ 45）
 男 10,036人 （－ 20）
 女 10,863人 （－ 25）
 世帯数 7,464世帯 （－ 10）

対先月比

開催案内

南
部
ふ
る
さ
と
塾

　

青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
会

員
・
相
内
知と
も

昭あ
き

氏
を
講
師
と
し

て
「
尾お

駮ぶ
ち
の
牧
に
つ
い
て
の
一
考

察
」を
演
題
に
講
座
を
行
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

期
日　

2
月
5
日

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

中
央
公
民
館

問
合
せ　

社
会
教
育
課(

南
部
分

庁
舎)

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
３
２　

募集案内

剣
吉
駅
前
駐
車
場

　

剣
吉
駅
前
駐
車
場
の
使
用
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
区
画　

10
区
画

使
用
期
間　

4
月
1
日
か
ら
平
成

24
年
3
月
31
日
ま
で(

自
動
更

新
可)

使
用
料　

月
額
3
千
円

申
込
受
付　

随
時

申
込
み　

印
鑑
お
よ
び
車
検
証
な

ど
駐
車
す
る
自
動
車
の
車
種
・

車
両
番
号
の
確
認
で
き
る
も
の

を
持
参
し
、
財
政
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

財
政
課(

本
庁
舎)

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
１

申請案内

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で

き
て
い
な
い
世
帯
に
、
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
1
台
を
無
償
で
給
付

(

配
送)

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

町
県
民
税
の
非
課
税
世

帯
申
請　

各
庁
舎
窓
口
に
備
え
付
け

て
あ
る
申
込
書
に
、「
世
帯
全

員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写

し
」、「
世
帯
全
員
分
の
町
県
民

税
非
課
税
証
明
書
」
を
添
付
し

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
本
人

以
外
の
証
明
書
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。
住
民
票
、
非
課
税
証

明
書
は
1
通
３
０
０
円
で
す
。）

問
合
せ　

企
画
調
整
課(

本
庁

舎)

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
１　

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
２
３
７
２
４

講演案内

認
知
症
講
演
会

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
、
講
演
会
を
と

お
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

2
月
27
日

時
間　

13
時
〜
16
時

場
所　

ゆ
と
り
あ

テ
ー
マ
・
講
師　
「
認
知
症
で
困
ら

な
い
た
め
に
〜
今
で
き
る
こ
と
、

し
て
お
く
こ
と
〜
」
ケ
ア
タ
ウ
ン

総
合
研
究
所
・
高
室
成
幸
所
長

問
合
せ　
健
康
福
祉
課(

名
川
分
庁
舎)

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

協力依頼

献
血
に
ご
協
力
を

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
血
液
を
必

要
と
し
て
い
る
人
の
命
を
救
う
た

め
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康

な
人
に
、
献
血
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
初
め
て
献
血
す
る
人

な
ど
に
は
、

運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確

認
で
き
る
も

の
の
提
示
を

お
願
い
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課(

名
川
分

庁
舎)

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

制度案内

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
が

婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
や
、
父

ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
が
あ

り
、
生
計
を
み
る
こ
と
が
で
き
な

い
家
庭
で
、
18
歳
に
達
し
た
最
初

の
3
月
31
日
ま
で
の
児
童(

一
定

の
障
害
が
あ
る
児
童
は
20
歳
未

満
）
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
手
当
額
は
所
得
に

応
じ
て
決
定
し
ま
す
が
、
月
額

４
万
１
千
７
２
０
円
で
、
２
人
目

は
５
千
円
を
加
算
。
３
人
目
以
降

は
３
千
円
を
加
算
し
ま
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
手
当
額
は
、
１
級
（
重
度

障
害
児
）
１
人
５
万
９
０
０
円
、

２
級
（
中
度
障
害
児
）
は
１
人

３
万
３
千
９
０
０
円
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
手
当
も
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

協力依頼

日
本
赤
十
字
社
青
森
県

支
部
赤
十
字
社
員
増
強
・

社
資
増
収
運
動
月
間

　

赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ
ま
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
社
資(

社
費
や
寄

付
金)

で
支
え
ら
れ
、
災
害
時
の

物
資
支
援
や
災
害
救
急
法
の
講
習

会
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
今
月
か

ら
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
赤

十
字
社
員
増
強
・
社
資
増
収
運
動

が
実
施
さ
れ
、
町
か
ら
協
力
依
頼

を
受
け
た
各
町
内
会
の
班
長
が
、

皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
お
伺
い
し
ま

す
。
社
員
加
入
は
強
制
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、赤
十
字
活
動
の
継
続
・

発
展
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

募集案内

学
童
保
育
入
会
児
童

　

働
く
こ
と
と
子
育
て
の
両
立
を

支
援
す
る
た
め
、
町
は
4
月
か
ら

の
学
童
保
育
入
会
児
童
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

資
格　

下
校
後
、
家
に
帰
っ
て
も

誰
も
い
な
い
小
学
1
〜
3
年
生

開
設
時
間　

平
日
は
下
校
時
か
ら

18
時
30
分
ま
で
。土
曜
や
休
校
、

長
期
休
み
の
と
き
は
8
時
15
分

か
ら
18
時
ま
で
。

保
育
料　

月
額
2
千
3
百
円

申
込
期
限　

2
月
28
日

申
込
み　

各
庁
舎
お
よ
び
剣
吉
支

所
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
就
労
証
明
書
を
添
付
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課(

名
川
分

庁
舎)

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

提供案内

果
樹
の
花
ミ
ニ
枝
束

　

チ
ェ
リ
ウ
ス
利
用
者
に
、
果
樹

の
剪
定
枝
を
活
用
し
た
ミ
ニ
枝
束

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ミ
ニ
枝
束　

サ
ク
ラ
ン
ボ
、
桃
、

梅
の
3
種
類
で
、
開
花
し
て
い

る
も
の
か
ら
、
開
花
ま
で
10
日

ほ
ど
の
も
の

対
象　

会
議
や
宴
会
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
の
チ
ェ
リ
ウ
ス
利
用
者

期
間　

2
月
19
日

〜
27
日

の

毎
日
11
時
か
ら
。
お
一
人
様
1

束
ま
で
で
、
無
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
。

問
合
せ　

チ
ェ
リ
ウ
ス

☎
０
１
７
８
・
76
・
１
０
０
１

年金受給選択申出書

　年金を受けている人が、さら
に別の年金を受ける権利を得た
場合、原則としてどちらか一方
の年金を選択することになり、
もう一方の年金は支給停止にな
りますので、年金受給選択申出
書の提出が必要です。提出が遅
れた場合、年金が過払いになり、
後日返還していただくことがあ
りますので、ご注意ください。
　なお、種類や年齢によって、2
つ以上の年金を受け取ることが
できる場合もありますので、詳
しくはお問い合わせください。
問合せ　住民生活課 (南部分庁舎 )
☎ 0179-34-2509

賑わいのある駅舎づくりを
めざして　～剣吉駅～

　剣吉駅舎内の一角には、カ
ウンターなどがある店舗 (駅
de(で )カフェ )が設置されてい
ます。この店舗で、加工品や惣
菜などを販売しながら地域の方
との交流を深
めてみません
か。店舗を利
用したい方は
お問い合わせ
ください。
問合せ
支え合いネットワークなんぶ
代表　四戸泰

や す

明
あ き

☎ 0178-76-3585

　2月 12日、13日の南部地
方えんぶりに伴い、えんぶ
りの由来や歴史などを紹介
する展示を行います。期間
は 2月 7日 から 2月 14日
までです。期間中は、剣

吉駅へお気軽にお立ち寄り
ください。

展示の準備をする駅舎利活用推進員

期日 受付時間 場所

2月 16日
9：30～ 12：00 

福地公民館
13：00～ 15：30 

3月   8日
9：00～ 12：00 名川分庁舎
13：30～ 16：00 名川病院
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川
柳
ま
べ
ち
吟
社　

題
「
雑
詠
」

南部地方えんぶりが下記の日程で行われます町営市場の販売状況（平成 22年 12月 16日～平成 23年 1月 15日分）

　　公共工事契約状況（12月 17日入札分） 問合せ　財政課　管財班（本庁舎）☎ 0178-84-2111

工　　事　　名 工事場所 請負業者 契約額 (円 ) 工　　期

南部町浄化センター付帯設備工事 沖田面地区 宮川工業㈱ 6,825,000
自：22年 12月 22日
至：23年  3月 18日

南部小学校塔屋改修工事 沖田面地区 ㈲ピィース工業 5,310,375
自：22年 12月 22日
至：23年  2月 28日

向小学校グランド整備工事 大向地区 ㈲中山組 6,937,560
自：22年 12月 22日
至：23年  3月 15日

南部小学校グランド整備工事 沖田面地区 ㈲まべち興業 4,921,245
自：22年 12月 22日
至：23年  3月 15日

福田小学校渡り廊下増築工事 福田地区 赤ヒゲ建築 5,302,500
自：22年 12月 22日
至：23年  3月 10日

旧埖渡分館解体撤去工事 埖渡地区 ㈲椛澤工務店 2,079,000
自：22年 12月 22日
至：23年  3月 15日

品　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円）
ふ　じ 22,954 3,189 139 97 

サンふじ 562,544 66,424 118 90 

着色ふじ 16,828 1,637 97 67 

王　林 87,950 8,377 95 85 

紅　玉 18,962 1,708 90 72 

金　星 8,596 740 86 87 

長　芋 78,240 12,529 160 188 

にんにく 21,764 27,343 1,256 701 

ゴボウ 9,136 1,827 200 128 

土付ごぼう 20,492 3,185 155 105 

赤かぶ 9,585 938 98 38 

短根人参 5,970 594 99 66 

長人参 6,479 1,299 200 60 

ね　ぎ 37,010 7,599 205 203 

土ねぎ 10,920 909 83 76 

ほうれん草 3,678 1,261 343 501 

小松菜 1,018 241 237 490 

干　柿 15,727 6,858 436 226 

干　菊 288 3,285 11,407 9,757 

※　シール等による出荷者番号および県産の表示をお願いします。

● 今月の休場日
 2月6日 、11日 、13日 、20日 、23日 、27日
 3月2日 、6日 、9日 、13日 、16日 、20日 、21日 、27日

募集案内

南
部
町
フ
ル
ー
ツ
娘

　

町
の
フ
ル
ー
ツ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く

だ
さ
る
「
平
成
23
年
度
南
部
町
フ

ル
ー
ツ
娘
」
を
募
集
し
ま
す
。

資
格

①
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
、
満

18
歳
〜
28
歳
ま
で(

高
校
生
を

除
く)

の
未
婚
女
性
で
、
八
戸

市
ま
た
は
三
戸
郡
に
住
ん
で
い

る
人
。

②
5
月
か
ら
平
成
24
年
3
月
ま

で
、
平
日
を
含
む
Ｐ
Ｒ
活
動
に

参
加
で
き
る
人
。

③
自
家
用
車
な
ど
で
名
川
分
庁
舎

に
集
ま
る
こ
と
が
可
能
な
人
。

④
会
社
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
場

合
は
、
職
場
の
理
解
が
得
ら
れ

る
方
。

選
出
人
数　

1
〜
3
人

選
出
方
法　

書
類
審
査
。
必
要
に

応
じ
て
面
接
を
行
い
ま
す
。

申
込
み　

2
月
28
日

ま
で
に
各

庁
舎
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る

申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
農

村
交
流
推
進
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
村
交
流
推
進
課(

名

川
分
庁
舎)

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
３
１
０

幸
せ
と
思
え
ば
人
生
満
ち
足
り
る 

野
田　

敏
子

千
の
風
精
一
杯
の
老
母
を
押
し 

小
笠
原　

覚

生
き
て
ま
た
今
日
一
日
の
幸
を
積
み 

堀
合　

寿
江

乾
杯
の
グ
ラ
ス
に
過
ぎ
た
日
々
浮
か
ぶ 

田
中　

久
子

来
る
春
に
良
き
年
願
う
侘
び
住
ま
い 

久
保
田
芙
美

子
の
帰
省
母
せ
わ
し
く
て
楽
し
く
て 

出
町　

國
子

　剣道寒稽古最終日の試合。敗れ
た生徒の「ちくしょ」の一声が、こ
の一戦にかけていたと感じました。
一瞬で決まる勝敗。一瞬に訪れる
シャッターチャンス。見逃すことな
く撮れる日まで、押し続けたいと思
います。【oga】

編集後記

　南部読み聞かせ会の皆さんに
よる読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありません
が、未就学のお子さんは保護者
同伴でお越しください。
期日　2月 27日
時間　10時 30分～ 11時
場所　名川中学校図書室 1階
問合せ　名川中学校図書室 1階
☎ 0178-76-3121

おはなし会

日時　3月3日 　13時～15時
場所　福地公民館、中央公民
館、南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課(本庁舎)
　☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課(南部
分庁舎)☎0179-34-2509

行政相談・人権相談 参加募集

は
ち
の
へ
青
年
倶
楽
部

〝
カ
ダ
リ
ス
タ
〞

　

八
戸
圏
域
の
青
年
の
み
な
さ

ん
、
地
域
を
越
え
た
仲
間
と
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
楽
し
く
地
域

の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（「
語
る
・
か
だ
る
（
加
わ
る
）」

＋ista

（
〜
な
人
）
＝
カ
ダ
リ
ス

タ
）

対
象　

八
戸
圏
域
に
居
住
、通
勤
、

通
学
す
る
39
歳
以
下(

高
校
生

以
下
は
除
く)

の
人

内
容　

年
間
を
通
じ
て
、
文
化
、

観
光
、
自
然
な
ど
を
テ
ー
マ
に

体
験
活
動
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

行
い
ま
す
。(

１
回
目
は
3
月

18
日

19
時
か
ら
、
八
戸
ポ
ー

タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て)

そ
の
他　

登
録
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

八
戸
市
政
策
推
進
課

☎
０
１
７
８
・
43
・
９
２
４
８

開催案内

舞
踊
と
歌
の
祭
典

　

南
部
町
文
化
協
会
南
部
支
部
主

催
の
「
舞
踊
と
歌
の
祭
典
」
で
す
。

期
日　

2
月
11
日

時
間　

10
時
45
分
開
演

場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
プ
ラ
ザ

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

文
化
協
会
南
部
支
部
・

長お
さ

田だ

支
部
長

☎
０
１
７
９
・
22
・
２
２
０
５

開催案内

第
2
回
南
部
町
芸
能
保

存
会
発
表
大
会

　

郷
土
芸
能
保
存
会
の
第
2
回
発

表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数

の
会
員
が
唄
や
踊
り
を
披
露
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

期
日　

2
月
27
日

時
間　

10
時
開
演

場
所　

町
民
ホ
ー
ル
「
楽
楽
ホ
ー

ル
」

入
場
料　

無
料

そ
の
他　

会
場
内
は
飲
食
禁
止
で

す
が
、
名
川
中
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
を
開
放
し
ま
す
の
で
、

昼
食
を
持
参
し
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

南
部
町
郷
土
芸
能
保
存

会
・
久
保
正
幸
会
長

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
６
９

提供案内

冬
の
再
生
品
提
供

　

皆
さ
ん
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
家
具
や
自
転
車
を
修
理
し
た

再
生
品
を
提
供
し
ま
す
。

再
生
提
供
品　

タ
ン
ス
・
机
・
食

器
棚
・
自
転
車
な
ど
。

申
込
み　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
1
人
2
品
ま
で

申
込
可
。

申
込
期
間　

2
月
5
日

か
ら
2

月
20
日

ま
で

抽
選　

2
月
22
日

14
時
か
ら
公

開
抽
選
を
行
い
、
当
選
者
に
の

み
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
☎
０
１
７
８
・
70
・
２
３
９
６

協力依頼

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
再
点

検

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
油
や
薬
品
な

ど
が
流
れ
出
る
水
質
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
油
の
流
出
が
発
生
す
る

と
、
側
溝
や
水
路
を
通
じ
河
川
に
流

れ
出
る
こ
と
も
あ
り
、
日
常
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
油
流
出
防
止

の
た
め
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
状
況
の
再

点
検
、
除
雪
作
業
時
の
破
損
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

青
森
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
４
５
９
０

時間 イベント 場所
8:30 奉納えんぶり 剣吉諏訪神社
10:00 えんぶり行列 剣吉～伝承館
11:00 えんぶり一斉摺り 伝承館屋外
13:00 名川中えんぶり披露 伝承館内
14:00 二十四の瞳芸能発表 〃
14:30 福田上えんぶり披露 バーデパーク
15:00 名川中えんぶり披露 チェリーセンター
16:00 さくら新舞会芸能発表 伝承館内
17:00 大向かがり火えんぶり 伝承館屋外
17:45 片岸かがり火えんぶり 〃

【2月 12 日 】

【2月 13 日 】

時間 イベント 場所
9:00 えんぶり組による門つけ 町内
11:00 上斗賀えんぶり披露 チェリーセンター
13:00 剣吉えんぶり披露 〃
13:00 片岸えんぶり披露 バーデパーク
14:00 高瀬えんぶり披露 チェリーセンター

おわびと訂正
1月号の 17ページの日にちに誤りがあり
ました。訂正しておわび申し上げます。
誤：2月 12 日 　正：2月 13 日
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議会だより

■
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長

の
期
末
手
当
を
引
き
下
げ

▽
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
に

支
給
す
る
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
、
平
成
22
年
12
月
支

給
分
は
1
・
55
月
を
1
・
45

月
（
０
・
1
月
分
）
に
引
き
下

げ
る
改
正
。

■
町
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当

及
び
給
料
を
引
き
下
げ

▽
青
森
県
人
事
委
員
会
か
ら
の
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告

及
び
勧
告
に
基
づ
き
、
町
職

員
の
給
料
月
額
、
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合

を
引
き
下
げ
る
改
正
。

　

給
料
月
額
は
、
一
人
に
つ
き
最

高
５
０
０
円
の
引
き
下
げ
を

し
た
。

　

第
33
回
定
例
会
に
は
、
平
成
22
年
度
各
会
計
補
正
予
算
４
件
、
土
地
の
取
得
、
条

例
の
一
部
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
は
所
管
す
る
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
審
査
し
た
ほ
か
、
本
会
議
で
も

審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
条
例
を
制
定

　

※
基
本
使
用
料 

月
額
１
千
２
７
８
円
（
10
立
方
㍍
ま
で
）

第
33
回
南
部
町
議
会
定
例
会 

11
月
29
日
〜
12
月
9
日

条 

例

■
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を

引
き
下
げ

▽
町
議
会
議
員
の
平
成
22
年
12

月
及
び
平
成
23
年
6
月
に
支

給
す
る
期
末
手
当
の
支
給
割

合
1
・6
月
を
1
・5
月（
０・１

月
分
）
に
引
き
下
げ
た
。

■
南
部
町
公
共
下
水
道
条
例
の

制
定

▽
南
部
地
区
に
建
設
を
進
め
て
い

る
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
、
平
成
23

年
4
月
か
ら
供
用
開
始
（
沖

田
面
地
区
の
一
部
）
に
伴
い
、

条
例
を
制
定
し
た
。

■
土
地
の
取
得

▽
国
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
土
地
公

有
化
事
業
に
よ
り
、
7
千
２

　

２
８
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
売

買
契
約
の
締
結
。

▽
取
得
す
る
場
所
（
地
目
）　

　

大
字
小
向
字
舘　

地
内
（
畑
）

※
「
南
部
町
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
」

契 

約
4
月
か
ら
供
用
開
始

す
る
浄
化
セ
ン
タ
ー

(

沖
田
面)

改正前 改正後 計

期末手当 1.45月 1.35月 ▲ 0.1月

勤勉手当 0.7月 0.65月 ▲ 0.05月

合　計 2.15月 2月 ▲ 0.15月

町職員の期末手当・勤勉手当の支給割合
(H.22年 12月分 )

立
花　

寛
子　

議
員

▽
自
治
体
職
員
の
給
料
引
き
下

げ
は
、
地
域
経
済
等
に
影
響

し
、
民
間
会
社
、
労
働
者
の

給
料
引
き
下
げ
の
も
と
に
な

る
。
来
年
度
も
人
事
院
勧
告

以
上
の
給
料
引
き
下
げ
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
を

中
止
さ
せ
た
い
。

▽
採
決
結
果
、
賛
成
16
人
、
反

対
1
人
（
立
花
寛
子
議
員
）

で
原
案
可
決
。

町
職
員
の
給
料

  

引
き
下
げ
に
反
対

で
は
、
予
定
価
格
が
5
千
万

円
以
上
の
工
事
ま
た
は
製

造
の
請
負
、
予
定
価
格
が

7
百
万
円
以
上
の
不
動
産
・

動
産
の
買
い
入
れ
や
売
払
い

は
、
議
会
の
議
決
が
必
要
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
2

名
の
推
薦
に
同
意

▽
松
尾　

敏
治　

氏
（
大　

向
）

　

高
橋　
　

裕　

氏
（
高　

橋
）

【
人
権
擁
護
委
員
】
国
民
の
基
本

的
人
権
の
侵
犯
を
監
視
・
救

済
し
、
人
権
思
想
の
普
及
・

高
揚
に
努
め
る
委
員
。
法
務

大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

■
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）

▽
主
な
補
正
要
因
は
、
町
内
の
福

祉
施
設
へ
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
及

び
自
動
火
災
警
報
器
の
設
置

に
係
る
国
庫
補
助
金
。
低
所

得
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
軽
減
事
業
に
よ
る
県
補

助
金
な
ど
を
追
加
。

　

ま
た
、デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

工
事
の
入
札
減
、町
職
員
の
人
件

費
の
減
及
び
各
事
業
費
減
な
ど

に
よ
り
、合
計
３
千
５
９
０
万

円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

を
１
０
１
億
４
千
21
万
２
千

円
と
し
た
。

■
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
一

部
を
変
更

▽
平
成
21
年
9
月
24
日
に
八
戸

市
と
締
結
し
た
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
に
、
新
た
に
連
携

す
る
５
つ
の
取
り
組
み
を
追

加
。

　

主
な
も
の
は
、
①
関
係
市
町

村
が
共
同
し
て
観
光
Ｐ
Ｒ
を

推
進
す
る
。（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
作
成
。）
②
一
般
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
防
止
対
策
。
③
圏

域
内
の
青
年
を
対
象
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
及
び
、
元
気
ア
ッ

プ
青
年
会
議（
仮
称
）を
設
置・

運
営
な
ど
。

■
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
規
約
の
変
更
及
び
財

産
の
処
分

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
や

く
ら
荘
」（
八
戸
市
）
に
関
す

る
事
務
の
廃
止
及
び
民
間
移

譲
に
伴
う
財
産
の
処
分
に
よ

る
規
約
の
変
更
等
を
し
た
。

■
「
所
得
税
法
第
56
条
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
」
に
関
す
る

請
願
書

【
請
願
者
】　

八
戸
民
主
商
工
会

婦
人
部
長　
　

番
澤　

敬
子

（
八
戸
市
）

【
紹
介
議
員
】　

立
花　

寛
子

【
請
願
の
趣
旨
】　

中
小
零
細
業

者
の
家
族
従
業
員
に
よ
る
自

家
労
賃
は
、
税
法
上
、
必
要

経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド

イ
ツ
な
ど
で
は
、
自
家
労
賃

も
必
要
経
費
と
し
て
認
め
、

家
族
従
事
者
を
評
価
し
て
い

る
。
日
本
で
も
、
家
族
従
事

者
の
人
権
保
障
に
よ
る
基
礎

を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
所
得
税
法
第
56
条
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
」
を
国
に
提
出

す
る
よ
う
請
願
す
る
。

▽
総
務
企
画
常
任
委
員
会
に
付

託
。
審
査
の
結
果
、
継
続
審

査
と
す
る
。

■
非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

の
陳
情

【
陳
情
者
】　

青
森
県
原
爆
被
害

者
の
会
（
青
森
ひ
ば
の
会
）

会
長　

白
取　

豊
一
（
青
森

市
）

【
陳
情
の
趣
旨
】　

日
本
は
、
核

兵
器
を
落
と
さ
れ
た
唯
一
の

国
と
し
て
、
核
兵
器
の
廃
絶

に
向
け
て
主
導
的
役
割
を
果

た
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、「
非
核
三
原
則
」

の
法
制
化
を
求
め
、
国
に
意

見
書
を
提
出
す
る
よ
う
陳
情

す
る
。

▽
総
務
企
画
常
任
委
員
会
に
付

託
。
審
査
の
結
果
、
継
続
審

査
と
す
る.

▽
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
て
い
た
「
最
低
賃
金

法
の
抜
本
改
正
と
安
定
雇
用

の
創
出
、
中
小
企
業
支
援
策

の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る
陳

情
書
」
は
再
度
審
査
し
た
結

果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
陳
情
の
趣
旨
は
、
議
会
だ
よ

り
第
19
号
に
掲
載
）

▽
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
て
い
た
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
関
す

る
陳
情
書
」
は
再
度
審
査
し

た
結
果
、
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

　
（
陳
情
の
趣
旨
は
、
議
会
だ
よ

り
第
21
号
に
掲
載
）

人 

事

予 

算
そ
の
他

請
願
・
陳
情

※
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
陳
情
審
査
の
結
果

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 ▲ 3,590万円 101億 4,021万 2,000円

介 護 保 険 特 別 会 計 777万 2,000円 22億 1,922万 3,000円

介護老人保健施設特別会計 263万 7,000円 4億 1,373万 1,000円

平成 22年度各会計予算 12月補正状況

史跡聖寿寺館跡
発掘調査によって
出土した櫛はらい
(推定 16世紀ご
ろのもの )
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議会だより

質　

問　

冬
期
間
に
お

け
る
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
は
、

午
後
4
時
で
は
落
ち
着

か
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

午
後
5
時
で
統
一
し
た
方

が
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
。

町
長
答
弁　

夕
方
の
時
報

は
、
教
育
委
員
会
と
の
協

議
に
よ
り
、
子
ど
も
達
の

帰
宅
の
目
安
で
、
夏
期
間

は
午
後
6
時
、
冬
期
間
は

午
後
4
時
に
放
送
し
て
い

る
。
（
平
成
20
年
11
月
か

ら
）

　

冬
期
間
の
時
報
は
、
2

年
前
に
関
係
機
関
と
協
議

し
て
決
め
た
。
全
体
と
し

て
様
々
な
見
方
か
ら
協
議

し
た
結
果
、
現
在
の
時
刻

に
な
っ
た
こ
と
を
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

　

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
た
工
事
の
実
施
中
で

あ
り
、
新
シ
ス
テ
ム
で
の

放
送
開
始
に
伴
い
、
今
後

の
放
送
時
刻
等
の
変
更
は

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

青
森
・
三
戸
間

は
、
上
り
の
青
森
か
ら
三

戸
ま
で
の
直
通
は
、
朝
7

時
台
の
1
本
の
み
。
そ
れ

以
外
は
八
戸
で
乗
り
換
え

に
な
る
が
、
乗
り
換
え
時

間
が
約
1
時
間
近
い
も
の

が
多
く
、
必
要
時
間
帯
で

な
い
も
の
が
多
い
。
下
り

も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
青

森
・
三
戸
の
直
通
列
車
が

運
行
さ
れ
る
と
思
っ
て
い

た
が
、
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

東
北
新
幹
線
全
線
開
業

に
な
っ
た
今
、
利
用
し
や

す
い
配
慮
が
必
要
で
は
。

町
長
答
弁　

青
い
森
鉄
道

は
、
東
北
新
幹
線
新
青
森

駅
開
業
時
の
ダ
イ
ヤ
設
定

に
よ
り
、
目
時
・
八
戸
間

は
上
り
下
り
そ
れ
ぞ
れ
列

車
が
1
本
減
と
な
っ
た
。

　

八
戸
で
の
新
幹
線
と
の

接
続
も
含
め
、
青
い
森
鉄

道
に
要
望
し
て
利
用
促
進
、

利
便
性
が
高
ま
る
よ
に
努

め
た
い
。

　

サ
ー
ビ
ス
面
で
は
「
定

期
券
等
提
示
優
待
」
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
町
内
の

施
設
で
も
利
用
で
き
る
。

　

通
学
定
期
券
は
、
現
行

よ
り
も
約
4
割
安
い
料
金

と
な
り
、
町
内
で
は
三
戸

駅
と
剣
吉
駅
の
窓
口
で
購

入
で
き
、
三
戸
駅
で
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用

も
で
き
る
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一

般

質

問

工藤 幸子 議員

質　

問　

夏
は
連
日
の
猛

暑
と
な
り
、
農
家
は
大
変

苦
労
し
た
。
ま
た
、
米
の

収
量
が
少
な
く
、
品
質
も

余
り
良
く
な
か
っ
た
。
さ

ら
に
、
米
余
り
に
よ
る
米

価
の
下
落
で
米
農
家
は
困

っ
て
い
る
。
当
町
の
米
の

作
況
指
数
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

東
北
農
政
局

青
森
農
政
事
務
所
発
表

の
、
平
成
22
年
10
月
15
日

現
在
の
作
況
指
数
は
、
南

部
・
下
北
地
方
で
１
０
５
。

全
国
の
98
、
青
森
県
の

１
０
０
を
上
回
る
。

　

品
質
は
、
八
戸
農
業
協

同
組
合
に
よ
る
平
成
22
年

11
月
現
在
の
等
級
比
率
は
、

地
域
差
は
あ
る
が
、
1
等

米
71
％
、
2
等
米
26
％
、

3
等
米
3
％
と
伺
っ
て
い

る
。
過
去
3
年
の
平
均
と

比
較
す
る
と
、
1
等
米
は

15
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。

質　

問　

当
町
の
戸
別
所

得
補
償
制
度
の
加
入
状
況

は
。

町
長
答
弁　

加
入
状
況
は
、

当
町
の
水
田
経
営
農
業

者
２
千
２
７
８
人
の
う
ち
、

加
入
申
請
者
は
４
０
２
人
。

加
入
率
18
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

現
在
、
平
成
22
年
産
米

の
価
格
が
下
落
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
制
度
が
本

格
実
施
す
る
来
年
度
は
、

加
入
申
請
者
が
増
加
す
る

と
考
え
て
い
る
。

　

当
町
の
独
自
支
援
は
、

来
年
度
の
戸
別
所
得
補
償

制
度
等
も
勘
案
し
な
が
ら

の
検
討
を
し
て
い
る
。

質　

問　

高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
り
、
耕
作
放

棄
地
が
増
え
、
農
道
の
維

持
管
理
が
難
し
く
な
っ
た
。

ま
た
、
農
業
機
械
の
大
型

化
に
よ
り
、
走
行
が
危
険

な
農
道
も
多
数
あ
る
が
、

農
道
整
備
の
長
期
的
な
計

画
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

町
長
答
弁　

農
道
整
備
長

期
計
画
は
、
今
年
度
か
ら

平
成
27
年
度
ま
で
の
予
定

で
、
県
営
に
よ
る
南
部
町

地
区
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
に
よ
り
、
農
道
14

路
線
総
延
長
約
10
キ
ロ
㍍

の
ほ
か
、
集
落
道
や
農
業

用
水
路
な
ど
の
整
備
も
行

う
。

質　

問　

子
ど
も
達
に
は
、

決
し
て
よ
い
環
境
で
は
な

い
と
い
う
声
が
あ
る
中
で
、

次
の
よ
う
な
問
題
を
今
後

ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
く

の
か
。

①
学
校
敷
地
内
の
整
備

（
校
庭
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、

焼
却
炉
、
旧
給
食
セ
ン
タ

ー
、
プ
ー
ル
）

②
教
室
、
体
育
館
の
暗
い

照
明
、
全
教
室
に
つ
い
て

い
な
い
網
戸

③
避
難
場
所
に
な
っ
て
い

る
体
育
館
の
設
備
（
旧
式

ト
イ
レ
、
給
水
設
備
）

町
長
答
弁　

校
舎
は
築

32
年
、
体
育
館
は
築
40
年
、

屋
外
プ
ー
ル
は
築
38
年
と

老
朽
化
の
整
備
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

教
育
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
平
成
21
年
度
に
は
体

育
館
の
耐
震
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
飲
料

水
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
水
道
直
結
工
事
が

既
に
完
了
し
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

土
の
入
れ
替
え
及
び
遊
具
、

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
設
置
等
の

工
事
も
今
年
度
実
施
す
る

予
定
。

　

今
後
、
プ
ー
ル
の
改
修
、

校
舎
、
体
育
館
の
照
明
、

網
戸
及
び
ト
イ
レ
の
水
洗

化
等
は
学
校
側
と
協
議
し

な
が
ら
、
教
育
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
旧
南
部
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
来
年
度
に
解

体
を
し
て
有
効
活
用
を
図

り
た
い
。

冬期間の町内放送時間
(夕方 ) の改善
午後4時を5時にしてはどうか

青
い
森
鉄
道
は
も
っ
と
利
用
し
や
す
い

配
慮
が
必
要
で
は

町内の防災行政無線は 2月から
全てデジタル化になりました。

12月 4日に東北新幹線と同時に全線が
開業した青い森鉄道

川井 健雄 議員

米の作柄及び戸別所得
補償制度加入状況は

農
道
整
備
の
長

期
的
な
計
画
は

工藤 正孝 議員

向小学校の教育環境
における改善を

南部町立向小学校
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■
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
4
号
）

▽
補
正
要
因
は
、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
（
中
学
3
年

生
女
子
対
象
）、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
及
び
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
（
い
ず
れ
も
3
歳
児

か
ら
4
歳
児
対
象
）
の
全

額
助
成
を
追
加
。

　

ま
た
、
除
雪
経
費
の
追
加

　

に
よ
り
、
合
計
5
千
73
万

　

6
千
円
を
追
加
し
、
予
算

　

の
総
額
を
１
０
１
億
9
千

　

94
万
8
千
円
と
し
た
。

川
守
田　

稔　

議
員

▽
採
決
結
果
、
賛
成
15
人
、

反
対
2
人
（
川
守
田
稔
議

員
、
工
藤
久
夫
議
員
）
で

原
案
可
決
。

■
平
成
22
年
度
介
護
老
人
保

健
施
設
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

▽
補
正
要
因
は
、
施
設
利
用
者

の
減
少
に
伴
う
入
所
利
用

料
減
の
ほ
か
、
燃
料
費
及
び

光
熱
水
費
の
追
加
。
ま
た
、

介
護
老
人
保
健
施
設
（
老

健
な
ん
ぶ
）
整
備
債
の
借

り
換
え
に
よ
り
、
合
計
で

４
億
５
千
１
３
２
万
８
千

円
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

８
億
６
千
５
０
５
万
９
千

円
と
し
た
。

質　

問　

南
部
町
の
自
主

財
源
の
推
移
は
、
平
成
18

年
度
23
・
7
％
、
平
成
20

年
度
23
・
5
％
と
23
％
台

を
維
持
し
て
き
た
。
し
か

し
、
平
成
21
年
度
は
19
％

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
の
原
因
と
対
策
は
。

町
長
答
弁　

平
成
21
年
度

の
自
主
財
源
全
体
に
お
け

る
、
町
税
の
占
め
る
割
合

が
65
・
7
％
で
、
一
番
大

き
い
。
減
少
額
は
町
税
が

１
億
５
１
７
万
円
と
最
も

多
く
、
次
い
で
基
金
繰
入

金
が
６
千
５
９
８
万
円
の

減
、
諸
収
入
が
２
千
５
０

９
万
円
の
減
と
な
っ
た
。

　

減
収
の
原
因
は
、
町
税

は
長
引
く
景
気
低
迷
の
影

響
で
給
与
所
得
の
減
に
起

因
す
る
個
人
町
民
税
の
減

少
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
。

　

対
策
は
、
不
況
に
よ
り

厳
し
い
経
済
状
況
と
い
う

の
は
認
識
し
て
い
る
が
、

企
業
誘
致
な
ど
雇
用
環
境

整
備
や
農
業
の
生
産
性
向

上
な
ど
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
町
税
に
は
、

適
正
な
課
税
客
体
の
把
握

に
努
め
、
徴
収
率
の
向
上

を
図
る
。
ま
た
、
各
種
負

担
金
、
使
用
料
等
に
も
滞

納
者
を
減
ら
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
と
考
え
る
。

質　

問　

自
主
財
源
を
伸

ば
し
て
い
く
施
策
は
。

町
長
答
弁　

人
口
も
年
々

減
少
し
、
効
果
的
な
対
策

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

町
の
普
通
財
産
の
売
却
な

ど
財
源
確
保
策
に
も
努
力

を
し
て
い
く
。
歳
出
面
で

は
経
常
経
費
の
削
減
を
進

め
、
必
要
な
基
金
を
積
み

立
て
る
な
ど
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
く
。

夏堀 文孝 議員

質　

問　

妊
産
婦
健
診
は
、

国
の
方
針
で
は
、
今
年
度

中
で
終
了
と
か
。
長
い
間

妊
産
婦
が
希
望
し
て
い
た

施
策
で
す
。
今
ま
で
ど
お

り
14
回
で
行
え
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

町
長
答
弁　

来
年
度
も
今

年
度
と
同
じ
14
回
を
予
算

計
上
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

米
価
下
落
に
対

し
て
の
補
助
の
考
え
は
。

農
林
課
長
答
弁　

今
後
の

国
の
動
向
、
県
と
近
隣
の

市
町
村
と
情
報
交
換
し
な

が
ら
、
町
と
し
て
独
自
の

支
援
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質　

問　

環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
に
は
、
全
国
各
地
で

多
く
の
分
野
の
人
々
が
集

ま
り
、
大
規
模
な
集
会
が

持
た
れ
て
い
る
。
国
・
政

府
の
姿
勢
に
対
し
て
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

反
対
の
意
向

で
考
え
て
い
る
。
全
国
町

村
長
大
会
で
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
は
反
対
と
決
議
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
青
森
県
議

会
で
も
反
対
方
針
で
あ
る

方
向
と
伺
っ
て
い
る
。

質　

問　

住
宅
の
増
改
築

に
、
あ
る
自
治
体
で
は
新

築
に
も
補
助
を
す
る
制
度

を
導
入
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
役
立
て
て
い
る
。

　

当
町
で
も
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
の
導
入
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
答
弁　

平
成
21
年
度

か
ら
の
新
た
な
制
度
で
耐

震
リ
フ
ォ
ー
ム
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
、
省

エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
の
三
つ

が
、
要
件
を
満
た
し
た
場

合
に
所
得
税
の
控
除
、
固

定
資
産
税
の
減
額
が
申
告

に
よ
り
優
遇
さ
れ
る
。
当

町
で
は
状
況
等
を
見
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

新
築
に
は
ど
の
よ
う
に

助
成
が
で
き
る
の
か
、
県

及
び
関
係
機
関
等
と
相
談

を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質　

問　

市
町
村
が
運
営

す
る
国
民
健
康
保
険
税
に
、

厚
生
労
働
省
は
、
「
全
年

齢
を
対
象
に
期
限
を
決
め

て
、
全
国
一
律
で
都
道
府

県
単
位
に
広
域
化
す
る
方

針
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

国
保
広
域
化
の
目
的
は
。

町
長
答
弁　

社
会
保
障
を

一
本
化
、
医
療
保
険
制
度

を
安
定
的
に
運
営
を
す
る

た
め
、
構
造
改
革
が
必
要

な
段
階
に
来
て
い
る
と
思

う
。
今
後
、
具
体
的
に
ど

う
い
う
部
分
が
示
さ
れ
る

の
か
見
き
わ
め
て
い
き
た

い
。

質　

問　

75
歳
以
上
の
医

療
は
ど
の
よ
う
に
保
障
さ

れ
る
の
か
。

町
長
答
弁　

高
齢
者
医
療

制
度
改
革
会
議
の
中
間
報

告
に
よ
る
内
容
の
大
部
分

は
、
引
き
続
き
検
討
事
項

と
さ
れ
、
流
動
的
な
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
「
年
齢
で
保
険
証
が
変

わ
る
こ
と
は
な
く
な
る
」

な
ど
の
項
目
を
掲
げ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
が
守
ら
れ

て
い
く
の
か
ど
う
か
、
見

き
わ
め
る
必
要
が
あ
る
。

質　

問　

国
民
健
康
保
険

は
ど
う
変
化
し
て
い
く
の

か
。

町
長
答
弁　

被
用
者
保
険

と
国
民
健
康
保
険
を
段
階

的
に
統
合
し
、
将
来
、
地

域
保
険
と
し
て
一
元
化
運

用
を
図
る
こ
と
に
は
、
市

町
村
国
保
の
都
道
府
県
単

位
化
を
進
め
る
た
め
、
保

険
財
政
共
同
安
定
化
事
業

の
推
進
、
広
域
化
等
支
援

方
針
の
策
定
な
ど
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
の
国
民
健
康
保
険

の
変
化
は
、
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
る
。

質　

問　

平
成
22
年
6
月

か
ら
9
月
に
か
け
て
各
消

防
署
及
び
消
防
団
の
協
力

に
よ
り
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
状
況
調
査
を

行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

町
長
答
弁　

当
町
で
は
、

平
成
22
年
9
月
末
の
世

帯
数
が
７
千
４
７
２
世
帯

あ
り
、
う
ち
、
不
在
世
帯

等
を
除
い
た
５
千
８
１
０

世
帯
に
つ
い
て
面
会
に
よ

り
調
査
で
き
た
。
そ
の
結

果
、
警
報
器
設
置
済
み
が

3
千
13
世
帯
、
未
設
置

が
2
千
７
９
７
世
帯
あ
っ

た
。
普
及
率
は
51
・
9
％

と
推
計
さ
れ
る
。

　

消
防
庁
が
公
表
し
た
住

宅
用
火
災
警
報
器
に
よ
る

普
及
率
の
推
計
値
は
、
全

国
で
は
58
・
4
％
、
青
森

県
で
は
69
・
1
％
で
あ
り
、

比
較
す
る
と
当
町
の
普
及

率
が
低
い
。

　

今
後
も
消
防
署
ま
た
は

消
防
団
な
ど
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
警
報
器
設
置

の
普
及
に
努
め
て
い
き
た

い
。

自
主
財
源
減

少
に
よ
る
原

因
と
対
策
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
　
　
　

設
置
状
況
は

予 

算
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
肺
炎
球

菌
の
各
ワ
ク
チ
ン
を
全
額
助
成

第
34
回
南
部
町
議
会
臨
時
会　

1
月
19
日

　

第
34
回
臨
時
会
に
は
、
平
成
22
年
度
各
会
計
補
正
予
算
2
件
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
に
反
対

（
一
般
会
計
補
正
予
算
）

新
年
度
の
予

算
に
つ
い
て

立花 寛子 議員

地
域
経
済
の
活
性
化

国
保
広
域
化
の
目
的
に

　
　
　

反
対
し
て
い
く
考
え
は

※
新
し
い
高
齢
者
医
療
制

度
施
行
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
（
見
込
み
）

改
革
会
議
の
設
置

中
間
と
り
ま
と
め

最
終
と
り
ま
と
め

新
し
い
高
齢
者
医
療

制
度
の
施
行

法
案
提
出

法
案
成
立

実
施
体
制
の
見
直

し
・
準
備
・
広
報

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
の
改
修

公
聴
会
の
開
催

意
識
調
査
の
実
施

公
聴
会
の
開
催

意
識
調
査
の
実
施

制度決定まで１年 法案作成から成立まで半年 施行準備２年

H21年11月 H22年夏 H22年末 H23年1月 H23年春 H25年4月
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質　

問　

旧
広
域
農
道
は

現
在
、
国
道
に
続
き
交
通

量
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

農
道
付
近
で
自
動
車
に

農
薬
散
布
液
が
か
か
っ
た

場
合
の
責
任
は
。

町
長
答
弁　

農
薬
散
布
は
、

平
成
18
年
5
月
29
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

リ
ス
ト
制
度
に
よ
り
、
農

薬
の
飛
散
防
止
の
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

と
し
も
広
報
5
月
号
に

「
農
薬
使
用
は
適
正
に
」

の
記
事
で
遵
守
を
呼
び
か

け
て
き
た
。
農
薬
の
飛
散

防
止
の
た
め
、
風
の
弱
い

時
の
散
布
や
防
薬
ネ
ッ
ト

の
設
置
を
指
導
し
て
き
て

い
る
。
平
成
19
年
度
と
20

年
度
に
実
施
し
た
果
樹
の

補
助
事
業
に
は
、
防
薬
ネ

ッ
ト
の
導
入
も
対
象
と
し

て
い
る
。

　

農
薬
散
布
に
伴
う
ト
ラ

ブ
ル
は
、
農
家
個
人
が
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
を

遵
守
し
て
い
れ
ば
何
ら
問

題
が
な
い
と
考
え
る
。
し

か
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
に
違
反
し
、
道
路

に
農
薬
を
飛
散
さ
せ
ト

ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は
、

農
薬
散
布
す
る
農
家
各
自

の
責
任
に
な
ろ
う
か
と
思

う
。
広
域
農
道
に
関
わ
ら

ず
、
児
童
・
生
徒
の
通
学

路
で
も
問
題
に
な
る
。
そ

の
場
合
、
通
学
時
間
か
ら

ず
ら
し
て
農
薬
散
布
を
働

き
か
け
た
こ
と
も
以
前
あ

っ
た
。

質　

問　

「
農
道
に
つ
き
、

薬
剤
散
布
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
」
な
ど
の
看
板
を
設

置
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長
答
弁　

看
板
を
設
置

し
て
の
呼
び
か
け
は
可
能

で
あ
る
。
た
だ
、
看
板
を

設
置
し
た
か
ら
責
任
が
な

く
な
る
こ
と
で
は
な
い
と

思
う
。

質　

問　

過
去
3
年
間
、

農
家
は
霜
の
害
に
痛
め
つ

け
ら
れ
た
が
、
そ
の
対
策

を
伺
い
た
い
。

町
長
答
弁　

果
樹
の
霜

対
策
は
、
現
在
、
青
森
県

で
推
奨
し
て
お
り
、
効
果

が
認
め
ら
れ
て
い
る
方
法

と
し
て
燃
焼
法
、
防
霜
フ

ァ
ン
が
あ
る
。
燃
焼
法
は
、

火
を
燃
や
す
こ
と
で
園
内

の
気
温
そ
の
も
の
と
輻
射

熱
に
よ
っ
て
樹
体
温
を
高

め
る
も
の
だ
が
、
比
較
的

低
コ
ス
ト
で
効
果
が
上
が

る
一
方
、
労
力
が
必
要
で

あ
る
。

　

防
霜
フ
ァ
ン
は
、
一
般

的
に
10
ア
ー
ル
当
た
り
2

基
程
度
が
必
要
で
あ
る
が
、

効
果
的
で
あ
る
た
め
、
県
、

国
な
ど
に
補
助
事
業
と
し

て
継
続
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　

霜
は
農
産
物
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
で
、
県
及
び
国

の
方
に
そ
れ
以
外
の
解
決

法
が
あ
れ
ば
、
機
会
を
と

ら
え
て
要
望
し
て
い
き
た

い
。

質　

問　

当
町
の
実
情
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
答
弁　

児
童
生
徒

指
導
状
況
報
告
書
を
年
3

回
、
児
童
生
徒
の
問
題
行

動
等
に
対
す
る
生
徒
指
導

上
の
諸
問
題
に
関
す
る
調

査
を
年
1
回
行
っ
て
い
る
。

調
査
結
果
か
ら
、
平
成
22

年
度
1
期
の
認
知
件
数
は

0
件
。
た
だ
、
最
近
は
目

に
見
え
な
い
い
じ
め
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
）
も

全
国
的
に
発
生
し
て
い
る

が
、
当
町
で
は
認
知
件
数

は
な
い
。

　

平
成
21
年
度
の
認
知
件

数
は
8
件
、
19
人
、
平
成

20
年
度
は
認
知
件
数
5
件
、

9
人
。
学
校
で
の
早
期
発

見
に
よ
り
、
加
害
児
童
生

徒
へ
の
指
導
及
び
被
害
児

童
生
徒
へ
の
心
の
ケ
ア
が

行
わ
れ
、
早
期
に
解
決
さ

れ
て
い
る
。

質　

問　

い
じ
め
に
対
す

る
取
り
組
み
は
。

教
育
長
答
弁　

児
童
生

徒
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、

個
人
面
談
、
計
画
的
家
庭

訪
問
及
び
学
校
生
活
満
足

度
調
査
等
を
町
内
全
校
体

制
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
校
長
会
や
教
頭

会
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、

児
童
生
徒
が
発
す
る
シ
グ

ナ
ル
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
、
い
じ
め
の
未
然
防
止

や
早
期
発
見
・
早
期
解
決

に
努
め
る
よ
う
各
学
校
に

お
願
い
し
て
い
る
。

質　

問　

い
じ
め
を
す
る

生
徒
、
い
じ
め
を
受
け
る

生
徒
へ
の
指
導
、
あ
る
い

は
そ
の
親
に
対
す
る
対
応

は
。

教
育
長
答
弁　

町
で
は

「
命
の
大
切
さ
」
と
「
い

じ
め
は
人
間
と
し
て
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
」
と
の
意

識
を
児
童
生
徒
に
徹
底
す

る
よ
う
各
学
校
に
指
導
し

て
い
る
。
ま
た
、
い
じ
め

る
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、

毅
然
と
し
た
指
導
を
行
い
、

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
児
童

生
徒
に
は
学
校
が
守
る
姿

勢
を
示
す
よ
う
指
導
し
て

い
る
。
い
じ
め
が
解
決
し

た
と
見
ら
れ
る
場
合
で
も
、

気
づ
か
な
い
所
で
陰
湿

な
い
じ
め
が
続
く
こ
と
は

多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、
注

意
を
払
う
よ
う
指
導
を
行

う
。

　

ま
た
、
保
護
者
等
か
ら

訴
え
を
受
け
た
場
合
は
、

教
育
委
員
会
を
含
め
た
関

係
者
全
員
で
問
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

質　

問　

当
町
に
お
け
る

実
態
は
。

町
長
答
弁　

平
成
19
年
度

は
1
件
、
平
成
20
年
度
は

1
件
の
虐
待
が
あ
っ
た
。

　

平
成
21
年
度
は
4
件

の
虐
待
が
あ
り
、
そ
の
内

容
は
、
身
体
的
虐
待
（
祖

父
、
母
、
親
戚
に
よ
る
も

の
）
と
、
母
親
の
育
児
放

棄
に
よ
る
児
童
の
施
設
入

所
等
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
22
年
度
は
、
現
在
ま
で

に
3
件
の
相
談
が
あ
っ
た

が
、
虐
待
で
は
な
か
っ
た
。

質　

問　

虐
待
防
止
を
す

る
た
め
の
体
制
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

平
成
19
年
度

に
「
要
保
護
児
童
対
策
協

議
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。

要
保
護
児
童
の
早
期
発

見
や
適
切
な
保
護
、
家
族

へ
の
適
切
な
支
援
を
図
る

た
め
に
、
関
係
機
関
が
情

報
を
共
有
し
、
円
滑
な
連

携
・
協
力
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
ま
た
、
職

員
の
緊
急
連
絡
網
を
作
成

し
、
休
日
、
夜
間
等
の
緊

急
時
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

子
が
親
を
か
ば
う
な
ど

発
見
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
。
し
か
し
、
ど
こ
か
で

何
か
の
変
化
が
あ
っ
た
り
、

ま
た
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し

て
い
る
時
を
逃
さ
な
い
で

状
況
を
い
か
に
キ
ャ
ッ
チ

で
き
る
か
が
未
然
防
止
に

つ
な
が
る
と
思
う
。

中村 善一 議員

農薬散布による
　トラブルと責任は

旧広域農道周辺は、多くの観光農園及び果樹園があり、6月下旬
から 7月下旬にかけては、サクランボ狩りでにぎわう (写真は、
町道根岸・干草線 )

霜害対策に効果的である防霜ファン

河門前 正彦 議員

小・中学生の
　いじめについて

親
の
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
の

実
情
と
対
策
は

文部科学省から人権教育研究指定校の指定を受けている
福田小学校では、心の教育の取り組みによって、いじめ
の未然防止に努めています。
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議会だより

質　

問　

東
北
新
幹
線
が
盛

岡
ま
で
開
業
し
た
時
点
と
、

八
戸
ま
で
開
業
し
た
時
点
か

ら
、
今
ま
で
町
内
を
訪
れ
た

観
光
客
の
推
移
と
客
層
の
変

化
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

新
幹
線
新
青
森

ま
で
の
開
業
で
、当
町
に
と
っ

て
は
通
過
型
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

客
層
は
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
「
大

人
の
休
日
倶
楽
部
」
な
ど
、

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
の
観

光
客
が
増
え
て
い
る
。

商
工
観
光
課
長
答
弁　

盛

岡
開
業
時
点
の
デ
ー
タ
は
な

い
が
、
平
成
12
年
度
に
お

け
る
当
町
の
観
光
客
数
が

92
万
1
千
人
、
う
ち
、
県
内

客
が
74
万
1
千
人
、
県
外

が
18
万
人
。
そ
の
中
で
、
日

帰
り
客
が
90
万
人
、
宿
泊
客

が
2
万
1
千
人
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
21
年
度
の
観
光
客

数
は
、
１
０
４
万
5
千
人
、

う
ち
、
県
内
客
が
84
万
7
千

人
、
県
外
客
が
19
万
8
千
人
。

そ
の
中
で
、
日
帰
り
客
が

１
０
３
万
5
千
人
、
宿
泊
客

が
1
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
主
婦
層
や
高
速

道
路
の
利
用
客
に
も
注
目
す

る
。

質　

問　

こ
れ
ま
で
の
町
の

観
光
行
政
に
よ
る
主
な
事
業

の
費
用
と
実
績
は
。
ま
た
、

そ
の
効
果
や
結
果
を
評
価
で

き
る
点
と
反
省
す
る
点
は
。

町
長
答
弁　

反
省
点
は
、
宿

泊
客
が
1
万
ぐ
ら
い
し
か
い

な
い
。
当
町
だ
け
の
エ
リ
ア

で
は
難
し
い
と
思
う
が
、
宿

泊
客
を
伸
ば
し
て
い
く
施
策

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

商
工
観
光
課
長
答
弁　

観
光

事
業
の
費
用
は
、
町
村
合
併

以
来
、
年
平
均
で
4
千
１
０

０
万
円
、
観
光
施
設
費
を
加

え
る
と
1
億
3
千
万
円
で
あ

る
。

　

費
用
対
効
果
は
、
観
光
客

の
定
義
や
か
か
る
人
件
費
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
る

が
、
効
果
は
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

質　

問　
「
目
標
」
と
し
て
い

る
当
町
へ
の
来
客
数
や
客
層

及
び
期
待
さ
れ
て
い
る
町
へ

の
効
果
は
。

　

ま
た
、
そ
の
目
標
達
成
の

た
め
に
、
町
民
に
町
が
望
む

対
応
や
意
識
の
持
ち
方
、
活

動
と
は
。

町
長
答
弁　

当
町
は
こ
れ
ま

で
の
実
績
と
外
国
人
旅
行
者

誘
致
の
可
能
性
が
評
価
さ
れ
、

平
成
21
年
に
国
際
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
商
品
化
モ
デ
ル

地
域
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

当
町
に
外
国
人
旅
行
者
を
誘

致
す
る
た
め
に
体
制
を
整
え
、

海
外
の
観
光
客
も
増
や
し
て

い
き
た
い
。

商
工
観
光
課
長
答
弁　

平
成

23
年
度
の
計
画
は
、
首
都
圏

で
の
宣
伝
及
び
誘
客
に
取
り

組
み
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
南
部

町
の
Ｐ
Ｒ
を
毎
週
１
時
間
ほ

ど
の
放
送
で
通
年
行
う
予
定
。

ま
た
、
青
森
朝
日
放
送
で
南

部
町
の
Ｐ
Ｒ
放
送
を
年
50
本

放
映
す
る
予
定
。

　

民
間
活
力
誘
導
な
ど
は
、

駅
前
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
、

広
域
観
光
行
政
の
連
携
に
努

め
て
い
き
た
い
。

質　

問　

県
や
周
辺
自
治

体
・
各
種
団
体
等
と
広
域
的

に
計
画
・
企
画
さ
れ
て
い
る

観
光
事
業
は
あ
る
か
。

町
長
答
弁　

当
町
へ
バ
ス
や

レ
ン
タ
カ
ー
を
使
用
し
て
来

る
方
々
は
、
新
幹
線
を
盛
岡

で
降
り
て
、
岩
手
県
を
回
っ

て
当
町
に
来
る
場
合
も
あ
る

の
で
、
岩
手
の
ホ
テ
ル
と
も

連
携
を
と
っ
て
い
る
。
当
町

と
す
れ
ば
、
岩
手
ま
た
は
青

森
か
ら
の
観
光
客
と
両
方
の

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。

商
工
観
光
課
長
答
弁　

「
北
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー　

in　

南
部
町
」を
年
数
回
行
っ

て
い
る
が
、
女
性
客
や
親
子

の
方
々
か
ら
評
判
を
受
け
て

い
る
。
こ
れ
は
、
広
域
的
な

エ
リ
ア
で
構
成
し
て
い
る
八

戸
広
域
観
光
推
進
協
議
会
と

連
携
し
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
旅
行
会

社
の
プ
ラ
ン
へ
の
組
み
込
み

を
し
、
全
国
的
展
開
を
図
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
青
森
県
観
光
連
盟

と
連
携
し
、デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｊ

Ｒ
と
自
治
体
が
一
体
と
な
っ

て
実
施
す
る
企
画
）
に
参
加

し
、
首
都
圏
な
ど
へ
観
光
Ｐ

Ｒ
を
行
う
。

質　

問　

現
行
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止

し
、
平
成
25
年
度
よ
り
新

し
い
高
齢
者
医
療
制
度
を

導
入
、
そ
の
試
算
が
示
さ

れ
た
。
町
の
財
政
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の

か
。

町
長
答
弁　

新
た
な
高
齢

者
の
保
険
料
は
「
県
単
位

の
運
営
主
体
」
が
、
町
ご

と
に
納
付
す
べ
き
額
を
示

し
、
町
は
収
納
状
況
等
を

勘
案
し
、
高
齢
者
の
保
険

料
率
を
定
め
る
。
現
役
世

代
は
、
従
来
ど
お
り
の
方

法
で
保
険
料
率
を
定
め
、

高
齢
者
の
保
険
料
と
現

役
世
代
の
被
保
険
者
の
保

険
料
を
合
算
し
、
世
帯
主

か
ら
徴
収
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
仕
組
み
に
よ
り
、
収
納

率
を
高
め
る
ほ
ど
1
世
帯

の
保
険
料
を
少
な
く
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
、
収
納

率
が
低
下
し
た
際
に
は
、

財
政
安
定
化
基
金
か
ら
の

借
り
入
れ
が
必
要
に
な
る

と
想
定
し
て
い
る
。

　

新
た
な
制
度
に
お
け
る

公
費
負
担
は
、
先
般
の
新

聞
報
道
で
は
高
齢
者
や
現

役
世
代
の
保
険
料
負
担
の

増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に
、

従
来
の
47
％
か
ら
50
％
に

引
き
上
げ
る
と
さ
れ
て
い

る
。

質　

問　

町
民
の
負
担
に

お
け
る
推
移
は
。

町
長
答
弁　

75
歳
以
上
の

保
険
料
は
、
同
じ
都
道
府

県
で
同
じ
所
得
で
あ
れ
ば
、

原
則
同
じ
保
険
料
と
し
、

そ
の
水
準
は
現
行
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
よ
り
増

加
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
医
療
給
付
費
の

1
割
相
当
と
し
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
適

用
し
て
い
る
低
所
得
者
の

保
険
料
の
軽
減
措
置
で
あ

る
均
等
割
や
所
得
割
は
、

制
度
施
行
時
の
暫
定
的
な

措
置
で
あ
る
。
報
道
で
は
、

負
担
の
公
平
を
図
る
観
点

か
ら
、
軽
減
は
段
階
的
に

縮
小
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
患
者
負
担

は
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

現
在
は
2
割
負
担
と
な
っ

て
い
る
が
、
予
算
措
置
に

よ
り
1
割
負
担
に
凍
結
し

て
い
る
。
し
か
し
、
患
者
負

担
と
各
保
険
者
の
負
担
増

加
の
両
面
を
考
慮
し
、
2

割
に
変
更
し
て
い
く
。
た
だ

し
、
1
割
で
も
2
割
で
も

負
担
限
度
額
は
同
じ
と
い

う
報
道
で
あ
る
。
総
体
的

に
考
え
る
と
、
負
担
増
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

る
。

質　

問　

今
年
度
の
農
家

経
営
の
見
通
し
は
。

町
長
答
弁　

リ
ン
ゴ
の
価

格
は
全
般
的
に
高
値
で
取

引
を
し
て
い
る
。

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
主
力
品

種
佐
藤
錦
は
、
低
温
に
よ

り
収
量
が
少
な
く
、
価
格

も
昨
年
よ
り
下
回
っ
た
。

ウ
メ
は
、
収
量
が
平
成
21

年
産
よ
り
多
か
っ
た
が
、

価
格
が
振
る
わ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
モ
モ
、
洋
ナ
シ
、

和
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
等
は
夏

の
猛
暑
の
影
響
が
あ
っ
た

も
の
の
、
品
質
も
良
く
、

安
定
し
た
価
格
で
出
荷
さ

れ
た
と
考
え
る
。
野
菜
類

は
、
夏
の
猛
暑
の
影
響
に

よ
り
収
量
が
少
な
い
が
、

全
般
的
に
高
品
質
で
、
価

格
も
高
調
で
、
良
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。

　

農
家
全
体
の
経
営
状
況

は
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み
で
、

横
ば
い
の
推
移
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

質　

問　

国
の
農
業
政
策

に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
期

待
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

町
と
し
て

も
、
み
ん
な
で
農
業
・
農

村
を
支
え
て
い
く
社
会
を

作
る
基
本
計
画
の
理
念
達

成
の
た
め
に
、
今
後
と
も

各
種
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

質　

問　

当
町
の
農
業
構

造
の
問
題
点
と
課
題
は
。

町
長
答
弁　

農
家
の
経
営

安
定
を
図
り
、
減
少
す
る

農
家
数
を
最
小
限
に
食
い

止
め
て
い
く
に
は
、
個
々

の
農
家
の
意
欲
改
革
と
技

術
力
、
経
営
力
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
上
で
、
経
営

規
模
の
拡
大
、
ま
た
、
担

い
手
へ
の
利
用
集
積
を
促

進
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
意

欲
あ
る
農
家
の
創
意
工
夫

を
促
す
こ
と
で
、
効
率
的

か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

と
農
業
生
産
を
担
う
農
業

構
造
の
確
立
が
課
題
で
あ

る
。

質　

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

を
踏
ま
え
て
、
国
の
施
策

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

方
向
性
を
望
ん
で
い
る
の

か
。

町
長
答
弁　

農
業
の
町

か
ら
す
れ
ば
、
関
税
が
か

か
ら
な
い
安
い
農
産
物
が

入
っ
て
く
る
と
、
農
業
生

産
額
と
収
入
に
及
ぼ
す
影

響
は
大
き
い
。
国
民
に
広

く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
情
報
を
流
し
、

大
き
な
組
織
で
反
対
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
。
南
部

町
の
農
業
に
は
ど
う
な
の

か
見
き
わ
め
な
が
ら
行
動

し
て
い
き
た
い
。

川守田 稔 議員

高
齢
者
医
療

制
度
改
革
に

伴
う
影
響

根市  勲 議員

東北新幹線全線開業後
の観光行政を問う

農
家
を
取
り
巻
く
現
況
と
課
題

昨年 11月に開催した「北のフルーツパーラー in 南部町」
当町で取れたリンゴを使ったクレープ作りのようす
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質　

問　

町
内
の
保
育

園
、
幼
稚
園
及
び
児
童
館

等
の
園
児
及
び
児
童
数

は
。
ま
た
、
一
人
当
た
り

に
か
か
る
費
用
は
。

健
康
福
祉
課
長
答
弁　

保

育
園
の
入
園
状
況
は
、チ
ェ

リ
ー
保
育
園
が
１
２
７
人
、

な
ん
ぶ
保
育
園
が
92
人
、

福
地
保
育
園
が
82
人
で
、

チ
ェ
リ
ー
保
育
園
を
除
き

定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
生
後
3
カ

月
か
ら
2
歳
未
満
の
入
園

数
が
増
え
て
い
る
。

一
人
当
た
り
に
か
か
る
費

用
は
、
平
成
21
年
度
で

は
、
年
間
総
運
営
費
か

ら
収
入
額
（
国
庫
補
助

金
、
交
付
税
算
定
、
保
護

者
負
担
金
）
を
引
き
、
園

児
の
人
数
で
割
っ
た
児
童

一
人
当
た
り
の
町
の
持
ち

出
し
分
は
、
保
育
園
で
は

13
万
3
千
１
４
２
円
、
幼

稚
園
は
40
万
8
千
９
７
７

円
で
あ
る
。

　

児
童
館
は
、
総
運
営
費
か

ら
収
入
（
保
護
者
負
担
金
）

を
引
き
、
児
童
数
で
割
る

と
１
３
３
万
2
千
７
９
１

円
と
な
る
。

学
務
課
長
答
弁　

町
内
の

幼
稚
園
入
園
者
数
は
、
名
川

幼
稚
園
で
は
定
数
１
２
０

人
に
対
し
53
人
、
南
部
幼
稚

園
で
は
60
人
に
対
し
て
21

人
と
な
っ
て
い
る
。

質　

問　

中
長
期
的
な
統

廃
合
の
見
通
し
と
運
営
形

態
の
方
向
性
は
。

町
長
答
弁　

現
在
、
幼
稚

園
、
保
育
園
、
児
童
館
の

統
廃
合
及
び
民
営
化
の
推

進
計
画
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
認
定
子

ど
も
園
も
含
め
て
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
専
門

家
、
地
域
関
係
者
の
組
織

を
立
ち
上
げ
て
方
向
性
を

打
ち
出
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

認
定
子
ど
も
園

の
よ
う
な
幼
保
一
体
型
の

施
設
を
運
営
す
る
場
合
の

長
所
、
短
所
、
問
題
点
と

課
題
は
。

町
長
答
弁　

認
定
子
ど
も

園
は
少
な
く
、
な
か
な
か

わ
か
り
に
く
い
が
、
各
種

の
行
事
を
や
っ
た
場
合
に

幼
稚
園
、
保
育
所
に
お
け

る
持
ち
方
の
問
題
が
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

質　

問　

町
立
の
施
設
で

働
く
職
員
の
将
来
的
な
雇

用
形
態
の
方
向
は
。

町
長
答
弁　

民
営
化
ま
た

は
統
廃
合
が
行
わ
れ
た
場

合
、
正
職
員
は
直
営
施
設

に
集
め
る
。
ま
た
、
役
場

へ
の
配
置
換
え
な
ど
の
方

法
が
考
え
ら
れ
る
。
臨
時

職
員
は
原
則
、
民
間
法
人

に
継
続
雇
用
を
お
願
い
し

た
い
。

質　

問　

民
営
化
ま
た

は
統
廃
合
に
よ
る
運
営
方

法
の
協
議
は
、
1
日
も
早

く
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う

が
。

町
長
答
弁　

経
営
の
効
率

化
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
な
ら
な
い
考
え
の
も

と
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及

び
民
営
化
等
推
進
計
画
の

策
定
を
早
期
に
完
成
し
て

い
き
た
い
。

質　

問　

現
在
の
計
画

で
下
水
道
事
業
、
農
業
集

落
排
水
事
業
を
計
画
ど
お

り
に
進
め
た
場
合
、
町
の

財
政
全
体
に
及
ぼ
す
影
響

は
。

町
長
答
弁　

平
成
22
年

度
か
ら
31
年
度
の
10
年

間
に
お
け
る
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
は
、
公
共
下

水
道
事
業
及
び
農
業
集

落
排
水
事
業
の
合
計
額

63
億
4
千
８
３
２
万
7
千

円
に
対
し
、
繰
入
額
は

29
億
3
千
５
９
９
万
4
千

円
。
そ
の
割
合
は
46
・

2
％
と
な
る
。
下
水
道
事

業
の
健
全
経
営
に
は
、
使

用
料
の
適
正
化
と
加
入
促

進
計
画
を
進
め
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
少
な

く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

質　

問　

町
内
の
下
水
道

普
及
率
１
０
０
％
整
備
ま

で
の
目
標
年
度
と
、
そ
こ

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
。

町
長
答
弁　

当
町
の
汚

水
処
理
人
口
普
及
率
は

平
成
21
年
度
末
で
人

口
2
万
1
千
１
２
３
人

に
対
し
、
処
理
人
口
が

1
万
1
千
８
５
８
人
。
普

及
率
は
56
・
1
％
で
あ
る
。

　

今
後
の
汚
水
処
理
整
備

は
、
南
部
地
区
公
共
下
水

道
事
業
が
平
成
17
年
度
か

ら
37
年
度
ま
で
。
そ
の
後
、

剣
吉
地
区
（
38
年
度
か
ら

53
年
度
）、
赤
石
地
区
（
54

年
度
か
ら
57
年
度
）
の
順

で
農
業
集
落
排
水
事
業
の

整
備
を
行
う
。
各
事
業
の

同
時
並
行
は
財
政
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
事
業
も
含
め
る

と
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

１
０
０
％
の
目
標
年
度
は
、

平
成
70
年
度
ぐ
ら
い
ま
で

か
か
る
と
思
う
。

質　

問　

今
後
の
人
口
及

び
世
帯
数
減
少
の
見
通
し

と
、
下
水
道
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
の
見
直
し

の
考
え
は
。

町
長
答
弁　

人
口
の
減
少

が
予
想
以
上
に
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
応
じ
て
計
画
の

見
直
し
を
し
て
い
く
こ
と

は
大
事
で
あ
る
。

質　

問　

隣
接
市
町
村
と

共
同
で
行
っ
て
い
る
事
業

の
具
体
的
な
内
容
と
費
用

は
。

工藤 久夫 議員

幼
稚
園
、
保
育
園

及
び
児
童
館
の
あ

り
方
を
問
う

企
画
調
整
課
長
答
弁

広
域
事
業
と
し
て
、
定
住

自
立
圏
事
業
（
八
戸
市
を

中
心
市
と
し
た
圏
域
の
8

市
町
村
で
構
成
す
る
事

業
）
は
平
成
21
年
9
月
に
、

形
成
協
定
を
締
結
し
た
。

　

施
策
の
主
な
も
の
と
し

て
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
導
入

と
、
こ
れ
か
ら
実
施
計
画

さ
れ
る
、
圏
域
公
共
交
通

（
バ
ス
）
の
計
画
策
定
な
ど

が
あ
る
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行

業
務
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
当
町
は
約
36
万
円
の
負

担
が
あ
る
。

質　

問　

そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
の
根
本
的
な
見
直
し
や

統
廃
合
の
考
え
は
。

町
長
答
弁　

三
戸
地
区
塵

芥
処
理
・
環
境
整
備
事
務

組
合
で
は
、3
町（
三
戸
町
・

南
部
町
・
田
子
町
）
の
構

成
団
体
が
同
じ
で
、
将
来

的
に
一
本
化
は
で
き
な
い

か
と
各
組
合
議
会
の
議

長
、
副
議
長
と
話
を
し
た
。

再
度
協
議
し
て
、
方
向
性

を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

公
共
下
水
道
事

業
の
効
果
は

近
隣
市
町
村
と

の
共
同
事
業
の

方
向
性
は

質　

問　

生
コ
ン
工
場
付

近
の
道
路
沿
い
に
は
大
量

の
大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ブ
ロ
ッ
ク
が
積
み
重
ね
て

あ
る
。
劣
化
も
早
く
、
補

強
が
必
要
と
見
受
け
ら
れ

る
。
購
入
時
点
で
、
こ
れ

を
考
慮
し
て
価
格
の
交
渉

を
し
た
の
か
。

町
長
答
弁　

現
地
確
認
し

た
が
、
す
ぐ
に
補
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

は
な
い
。

　

ま
た
、購
入
時
は
ブ
ロ
ッ

ク
の
処
理
に
約
1
千
８
０

０
万
円
の
費
用
と
、
撤
去

後
の
法
面
崩
落
防
止
工
事

と
道
路
工
事
に
約
3
千
万

円
か
か
る
報
告
を
受
け
て

い
る
。
急
傾
斜
で
も
あ
り
、

今
後
の
道
路
維
持
管
理
を

行
う
に
は
必
要
で
あ
る
と

い
う
判
断
で
交
渉
し
て
い

る
。

質　

問　

登
記
が
完
了
し

て
そ
の
1
カ
月
後
に
は
、

生
コ
ン
工
場
は
停
止
し
た

ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

閉
鎖
す
る
こ
と
は
事
前
に

知
っ
て
い
た
の
か
。

町
長
答
弁　

閉
鎖
す
る
こ

と
は
全
く
寝
耳
に
水
で
、

担
当
課
も
全
く
わ
か
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

■
下
水
道
工
事
費
と
そ
の

助
成
制
度
は

【
問
】　

各
家
庭
で
管
を

通
す
場
合
の
工
事
費
用

は
。
ま
た
、
そ
の
助
成

は
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】　

工
事
費
自
己
負
担

額
は
本
管
に
つ
な
ぐ
排

水
管
は
、
1
㍍
当
た
り

1
万
円
ぐ
ら
い
で
あ
る

が
、
立
地
条
件
に
よ
り

若
干
、
変
わ
る
と
思
う
。

　

助
成
制
度
は
、
加
入
促

進
を
図
る
た
め
に
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

■
八
戸
圏
域
公
共
交
通
計

画
の
試
行

【
問
】　

圏
域
公
共
交
通
計

画
に
基
づ
き
、
来
年
度

か
ら
試
行
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
そ
の
具
体

的
な
中
身
と
は
。

【
答
】　

ま
だ
詳
し
く
は
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
1

回
乗
っ
た
ら
上
限
を

５
０
０
円
と
す
る
上
限

運
賃
化
実
験
検
証
を
平

成
23
年
10
月
1
日
か
ら

平
成
25
年
9
月
末
ま

で
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
。（
初
乗
り
１
５
０

円
）

　

ま
た
、
こ
の
実
験
に
伴

う
財
政
の
支
援
及
び
バ

ス
停
を
見
や
す
く
す
る

乗
り
継
ぎ
対
策
が
あ

る
。

■
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
の
発

掘
【
問
】　

現
在
、
土
地
の

公
有
化
は
全
体
の
何
％

で
、
そ
の
財
源
と
は
。

　

ま
た
、
発
掘
し
た
遺
物

な
ど
、
調
査
結
果
が
見

れ
る
手
段
は
。

【
答
】　

聖
寿
寺
館
跡
本
体

の
面
積
は
、
7
万
8
千

　

１
１
５
・
95
平
方
㍍

の
う
ち
、
民
有
地
が
約

9
割
で
あ
る
。
土
地
公

有
化
率
は
、
平
成
21
年

度
ま
で
に
17
・
8
％
に

な
っ
て
い
る
。

　

財
源
は
、
国
庫
補
助
金

が
80
％
、
県
補
助
金
は

1
・
6
％
、
残
り
は
一

般
財
源
で
対
応
し
て
い

る
。

　

発
掘
し
た
遺
物
の
展

示
は
、
今
ま
で
も
い
ろ

ん
な
場
面
で
持
ち
出
し

て
、
展
示
し
て
い
る
。

■
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

（
ハ
ワ
イ
）
の
日
程
を

変
え
て
み
て
は

【
問
】　

部
活
動
な
ど
の

学
校
行
事
が
重
な
り
、

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
生
徒

が
出
た
な
ら
ば
、
海
外

研
修
の
日
程
を
ず
ら
し

て
み
て
は
ど
う
か
。
選

ば
れ
な
か
っ
た
生
徒
が

か
わ
い
そ
う
で
は
。

【
答
】　

ご
意
見
を
も
と

に
、
今
後
、
気
を
つ
け

て
日
程
調
整
を
し
た

い
。

■
街
路
灯
・
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化

【
問
】　

順
次
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
に
替
え
て
い
く
の

か
。

【
答
】　

街
路
灯
及
び
防
犯

灯
を
新
た
に
設
置
ま
た

は
、
本
体
を
修
繕
す
る

場
合
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替

え
て
い
き
た
い
。

2
年
前
に
取
得
し
た
斗
賀
地
区
の

山
林
、
道
路
用
地
に
つ
い
て
問
う

主　

な　

質　

疑
※
第
33
回
定
例
会
で
の
議

案
に
対
す
る
質
疑
で
す
。
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今年も大活躍の年に
　昨年のスポーツ面においては、全国大会に多数出場し、結果を残したすばらしい年でした。今年も
輝かしい実績を残してくれると期待し、新年から練習に励み、日々精進しているスポーツ少年団を紹
介します。

スポーツに打ち込む生徒たち

南 部 少 年 剣 士 隊

　1月 4日から始まっ
た寒稽古。最終日の
16日には昇級試験を兼
ねた試合が行われまし
た。昨年は、優勝まで
もう一歩という結果が
多かったため、今年は、
すべて優勝する決意で
練習します。

今年の目標
「すべての大会で優勝を狙う」

卓球競技部 まべち新風ジュニア
　2月の県大会に向け
週 4回練習に汗を流す
41人の児童たち。個人
での全国大会出場はも
ちろん、特に今年は、
チームの団結力を強
め、団体での全国大会
を目指し頑張ります。

今年の目標
「団体で全国大会出場」

町 空 手 道 協 会

　日々の練習が大事
と、きれのある動き、
気合の声が南部公民館
に響いていました。昨
年全国大会で優勝した
安保葉月さんは世界大
会の出場も決まり、組
手・形とも世界一を目
指します。

今年の目標
「心身共に強くなり全国大会全員上位入賞」


